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への決意を新たにしました。

今、公民館がおもしろい！………………………Ｐ２・Ｐ３
中期財政計画及び中期財政計画見通し…………Ｐ４・Ｐ５
税の申告相談が始まります………………………Ｐ６～Ｐ11
くらしの情報広場…………………………………Ｐ16～Ｐ23
まちのわだい………………………………………Ｐ24～Ｐ28
島根県立大学Ｎｅｗｓ……………………………Ｐ29
石正美術館からのお知らせ………………………Ｐ30
月刊！こども美術館………………………………Ｐ31
図書館情報…………………………………………Ｐ32
まちかど伝言板……………………………………Ｐ33～Ｐ37

主な内容

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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公民館

つどう

まなぶむすぶ

　公民館は、一部の人が利用する施設ではありません。誰もが気軽
に利用できます。利用者からは、次のような感想が聞かれます。

・子どもとの触れ合いが楽しい
・仲間が増えてうれしい
・新たな発見、気付きがあった
・地域の役に立ててよかった　　など

・人が集まる仲間づくり
の場

・人と人、ほかの専門的
な施設や機関と住民と
をむすぶ場

・地域住民の生活のための
学習や文化活動の場

・皆さんの生活の課題解決
を助ける場

今
、
公
民
館
が 

お
も
し
ろ
い
！

今どきの公民館の魅力は…
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公民館って集会所じゃないの？

　単なる集会所ではありません。「公
民館活動」という言葉があるように、
その「活動」に特徴があります。

どんな活動を行っているの？

⑴　地域と学校をつなぐ活動
⑵　関係機関・他団体との連携を図る活動
⑶　子どもから高齢者まであらゆる世

代を支援する活動
⑷　地域の魅力を再発見するととも

に、住民の教養を高める活動
⑸　地域課題の解決に向けた住民の主

体的な学習・実践活動を支援する活動

公民館職員がコーディネートして、学校の授
業に地域の人が支援するための打ち合わせ

地域と学校をつなぐ架け橋

子育て世代親子の「やってみたい」
という想いに応え農作業体験を支援

子どもから高齢者まであらゆる世代を支援

公民館と運営委員が企画から行い、
杵束公民館健康ウォーキングを実施

地域の魅力を再発見！

まちづくり委員会と連携し、金城
三偉人ウォーキング大会を実施

関係機関・他団体との連携

公民館と地域が一体となって実施
した山菜セミナー

野山の恵みのおもてなし

※　上記のほかに、祝日・年末年始（12月29
日～１月３日）も休館日です。

※　このほか、臨時に休館する場合がありま
す。

※　開館日でも、勤務体制又は外出により、
職員が不在の場合があります。

※　ご不明な点は、各公民館にお問い合わせ
ください。

自治区 休館日
浜田の公民館 第１・３日曜日
金城の公民館

毎週土・日曜日旭の公民館
弥栄の公民館
三隅の公民館 毎週日曜日(体育館は除く。)

問い合わせ先
本庁生涯学習課（☎�９７２０）

今、公民館が おもしろい！
どなたでもお越しください。

浜田市には、公民館が26館、
分館が７館設置してあります。

※　２月９日㈯は、「公民館活動交流展」開催
のため、公民館（本館26館・分館7館）は、
全館休館とします。

公民館の主な活動

４月から休館日が変わります
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○市税（市民税・固定資産税など皆さんに納めてもらう税金）

※　人口減少などによる減収を見込んでいます。

（億円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

73
72 71 71

70
69

68 67 67
65

○普通交付税（国から交付されるお金）

※　平成28年度以降市町村合併による加算額の縮減を見込んでいます。

（億円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H3395

105

115

125

108

113 114
118 119 117

115
111

106

100

45

50

55

60

65

○人件費（職員賃金などに使うお金）

※　職員数のカウントには、企業職を除いています。

（億円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33
※　消防職を除く、退職者数の３分の１採用を見込んでいます。
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人件費
職員数
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○普通建設事業費（公共施設の新増設などに使うお金）
（億円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

72 75

37 34
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○公債費（借金の返済に使うお金）

※　平成27年度までの積極的な投資の影響を見込んでいます。

（億円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

定期償還
繰上償還

51 51 52 54 59 61 65 67 67 674
14

8

計画期間　平成24年度～平成27年度
見通し　　平成28年度～平成33年度

市では、毎年度中期財政計画を公表し、財政運営の見通しを明らかにしています。

項          目 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

歳　　入　　総　　額 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円
395 403 409 384 350 349 347 331 312 290

歳　　出　　総　　額 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円
395 403 409 384 344 342 343 335 327 322

基金年度末現在高（普通会計） 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円
113 100 104 110 109 107 107 105 104 104

地方債残高 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円
529 541 571 588 583 572 555 529 498 464

実質公債費比率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
14.7 14.2 13.4 12.8 12.4 13.3 14.3 15.2 15.7 16.1

財政計画

歳入の推移

歳出の推移

主な建設事業
事業名 事業費

浜田東部統合小学校改築事業 22億円

旭統合小学校建築事業 16億円

橋梁長寿命化修繕計画改修事業（※） 13億円

公民館整備事業（※） ９億円

火葬場増改築事業（※） ３億円

上水道・簡易水道の統合に係る事業 28億円
※　平成28年度以降実施分のみ

中期財政計画見通し
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（億円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

４ ６
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６
２

△４
△８ △11

△17

収支の状況

②　計画期間における各年度の収支は黒字となっ
ていますが、福祉施策の充実に伴う扶助費が見
込みを上回り、前年度の財政計画と比較して黒
字額が縮減しており、平成27年度の実質単年度
収支は９億円程度を見込んでいます。 

　　なお、実質公債費比率は、平成27年度には
12.8％まで改善が見込める状況です。

①　当市の財政運営の最重要課題は、合併効果や
行財政改革効果を最大限に活用して持続可能な
財政体質を確立することにあります。
具体例
○合併特例債の有効活用
○組織のスリム化などによる人件費・物件費など

経常経費の削減

良債を可能な限り活用することとし、特に合併
特例債は限度額まで発行することとしています。

③　こうした取組にもかかわらず、実質公債費比
率は、普通交付税の逓減などにより、平成33年
度には16.1％に悪化することを見込んでいます。  

④　最終的に、最も問題となる実質単年度収支は平
成30年度から赤字に転じ、平成33年度には赤字額
が17億円規模に拡大することにより、財政調整
基金の残高は７億円規模にまで縮減し、予算編
成に大幅な支障をきたすことが危惧されます。

①　平成28年度以降は、国から交付される普通交
付税について、市町村合併による加算額の縮減
を見込んでいます。

　　これにより、投資事業（施設整備や道路改良
など）の総額抑制を図りつつ、公民館整備や、
火葬場増改築など、全市目線に立った事業実施
の個所付けを行っています。

②　実施事業の財源は、過疎対策事業債、合併特
例債の発行期限延長（５年延長により平成32年
度まで）を受け、これら交付税措置の大きい優

自治体の行政需要を反映した地方交付税制度の見
直しの機運が高まっており、注目するところです。
　いずれにしても、平成28年度以降を見据えて、
持続可能な財政体質への転換を実現するため、引
き続き人件費縮減に努めるとともに、人口減少に
即した体制づくりと事業のスクラップ＆ビルドの
推進、公共施設の適正配置（整理統合）など、一
刻も早く聖域なき見直しを徹底した更なる行財政
改革に取り組む必要があります。

　以上のように、財政計画期間中の平成27年度ま
では、市町村合併に伴う財政支援の効果により、
財政の健全化を図ることが可能です。
　しかしながら、市町村合併による財政支援に見
合う行財政改革が実現できていないため、平成28
年度以降は段階的、加速度的に財政状況が悪化す
ることが見込まれます。
　今のところ、その具体的な解決策は見出されて
いませんが、国において平成の大合併を踏まえた

※　中期財政計画について詳しくは、市ホームページで
閲覧できます。ご不明な点は、お問い合わせください。
問い合わせ先
　本庁財政課財政係（☎�９２１０）

中期財政計画及び

財政計画（平成24年度～平成27年度）の分析

財政見通し（平成28年度～平成33年度）の分析
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　平成25年１月１日に、お住まいの市町村に申
告が必要です。
　ただし、次の人は市民税県民税の申告の必要
はありません。

⑴　所得税の確定申告書を提出する人
⑵　給与収入のみで年末調整されている人
⑶　公的年金収入のみの人

■医療費控除などの控除を追加する人

　医療費控除・生命保険料控除・寄附金控除な
どを受ける場合には申告が必要です。
　領収書や支払証明書などを持参してください。
【お願い】
　待ち時間短縮のため、医療費控除は、事前に
個人別・医療機関別に集計しておいてください。

　申告が不要の人でも追加する控除がある場合
には申告が必要となります。
　また、所得がなかった人でも、所得証明の発
行、国民健康保険料の軽減判定などに影響があ
りますので、所得がなかった旨の申告をしてく
ださい。

■営業・農業・不動産所得を申告する人

　営業・農業・不動産所得を申告する人は、あ
らかじめ「収支内訳書」を作成して、領収書や
帳簿などと一緒に会場に持参してください。ま
た、申告を円滑に行うため、昨年の申告資料（収
支内訳書）も併せて持参してください。

■申告に必要な書類（主なもの）

□　給与所得の源泉徴収票　※
□　公的年金などの源泉徴収票　※
□　申告者名義の印鑑（認印可）
□　申告者名義の口座番号が分かるもの
□　障害者手帳や療育手帳　※
□　そのほか収入、経費の分かる書類　※
※…該当がある場合は、準備してください。

期間　２月８日㈮～３月15日㈮
※　詳しくは、次ページの「申告相談の受付日程及び

会場」で確認してください。

税の申告相談が始まります
～市民税県民税・所得税・国民健康保険料などの申告相談について～

■市民税県民税の申告書を提出する
　必要のある人
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　　　　　　　　　　　　月日

　会場・時間

２月 ３月
8 12 13 14 15 18 19 20 21 22 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13 14 15
㈮ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯ ㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮

浜　

田

市役所本庁１階市民ロビー 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ●
国府公民館 9:00～16:00 ●
国府公民館有福分館 9:00～16:00 ●
長浜マリン交流センター 9:00～16:00 ●
周布公民館 右参照 ● ● （周布公民館　18日㈪　9:00～16:00、19日㈫　13:30～16:00）
大麻公民館 9:00～11:00 ●
美川公民館 9:00～16:00 ●
e-Tax（市役所１階市民ロビー） 9:00～17:00 ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ●

金　

城

老人福祉センター２階 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
小国公民館（おぐに会館） 9:00～16:00 ●
今福公民館（ふれあい会館） 9:00～16:00 ● ●
美又公民館（美又会館） 9:00～16:00 ●
久佐公民館（くざ会館） 9:00～16:00 ●
波佐公民館（ときわ会館） 9:00～16:00 ● ●
ふるさと生活創作館（かたらいの家） 9:00～16:00 ●
e-Tax（金城支所１階） 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

旭

旭保健センター 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
市木公民館 9:00～16:00 ● ●
都川公民館 9:00～16:00 ● ●
e-Tax（旭支所２階） 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

弥　

栄

山賀集会所 9:00～11:00 ●
畑地区多目的集会施設 13:30～15:30 ●
小角集会所 9:00～11:00 ●
横谷集会所 13:30～16:00 ●
程原下集会所 9:00～11:00 ●
下田野原集会所 13:30～15:30 ●
大坪集会所 9:00～11:00 ●
野坂集会所 13:30～16:00 ●
門田交流センター 9:00～11:00 ●
栃木中央公民館 13:30～16:00 ●
小坂公民館 9:00～15:00 ●
老人福祉センター 9:00～17:00 ● ● ●
弥栄会館 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ●
e-Tax（弥栄支所１階） 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

三
隅

三隅支所分室１階 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
e-Tax（三隅支所分室１階） 9:00～17:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●印は、申告相談窓口の開設日です。
◎印は、夜間受付窓口も開設します。
○印は、e-Taxコーナー開設時間が、午後２時から５時となります。

夜間の申告受付を実施します（夜７時まで）

　３月１日㈮から14日㈭までの期間（水・土・日曜日を除く。）市役所
１階市民ロビーでは、申告受付の時間を夜７時まで延長します。

■申告相談の受付日程及び会場
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《
切
り
取
り
線
》

浜　田　市　長　様 平成　　　年　　　月　　　日

住所 浜田市　殿町１

フリガナ 　ハマダ　タロウ
印氏名 　浜田　太郎

生年
月日

明・大・昭・平
１4年11月11日

電話
番号 22-2612

受付印

個人No

受付者

浜田市記入：未申告解消・寡婦（夫）、障害者控除追加・扶養変更・併徴・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　収入（平成24年１月１日から12月31日までの年間収入）について記入してください。
収入のなかった人は、裏面４を記入してください。
種類 収入金額 必要経費 支　払　者

給　与 600,000円 浜田市役所
年　金 2,250,000円 日本年金機構
営　業 円 円
農　業 500,000円 350,000円
不動産 円 円

円 円
非課税収入がある人は該当するものに○印→（老齢福祉年金・障害年金・遺族年金・雇用保険）

２　控除（所得から差し引かれる金額）について記入してください（平成24年１月１日から12月31日まで）。

（１）保険料控除　次の保険料について支払った金額を記入してください。
①国民健康保険料 150,000円 ⑤生命保険料 120,000円
②後期高齢者医療保険料 円 ⑥地震保険料 70,000円
③介護保険料 85,000円 ⑦その他保険料 円
④国民年金保険料 円 ⑧その他保険料 円
※　④・⑤・⑥・⑦・⑧の保険料を支払った場合は、控除証明書を添付してください（コピー可）。

（２）配偶者控除
氏　名 生年月日 配偶者の収入（給与・年金以外は所得金額を記入）

浜田　花子 明・大
昭・平 15年　1月　5日 給与収入・年金収入

・その他（　　　　　　　　　） 800,000円

（３）控除対象扶養親族及び16歳未満の扶養親族
氏　名 続柄 生年月日 同居又は別居 別居の場合の住所

浜田　海男 父 明・大
昭・平 6年　3月　2日 同居・別居

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

平成25年度 申告書（簡易申告書）市 民 税 ・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 料 等（平成24年分）

申　告　書　表　面【記載例】

　市民税・県民税等申告書の記載については、次ページの
申告書を切り取って使用してください（コピーして使用し
てもかまいません）。

①申告書が不足する場合は郵送します。
②各相談窓口及び各支所・連絡係にも申告書を備え付け

てありますので、本庁税務課又は各支所担当課までお
問い合わせください。

③申告書は郵送でも受け付けます。

住所
　平成25年１月１日現在の
住所を記入してください。

保険料控除
　④から⑧の保険料は控除
証明書を添付してください
（コピー可）。

配偶者控除
　本人と生計を一にする配
偶者の合計所得金額が38万
円以下（給与収入のみの場
合103万円以下）であれば、
配偶者控除の対象となりま
す。

配偶者特別控除
　本人の合計所得金額が
1,000万円以下で、配偶者
の合計所得が38万円超76万
円未満(給与収入のみの場
合103万円超141万円未満)
の場合、配偶者特別控除の
対象となります。

扶養親族など
　本人と生計を一にする配
偶者以外の親族などで、合
計所得金額が38万円以下の
人（被扶養者）を記載して
ください。

提出先
〒６９７－８５０１　浜田市殿町１番地
浜田市役所税務課市民税係

問い合わせ先
本庁税務課（☎�９２３１）
金城支所市民福祉課（☎�１２３５）
旭支所市民福祉課（☎�１４３４）
弥栄支所自治振興課（☎�２１１１）
三隅支所市民福祉課（☎�２８０７）

■市民税・県民税等申告書の記載例及び注意点
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浜　田　市　長　様 平成　　　年　　　月　　　日

《
切
り
取
り
線
》

住所 浜田市

フリガナ

印氏名

生年
月日

明・大・昭・平
年　　　月　　日

電話
番号

受付印

個人No

受付者

浜田市記入：未申告解消・寡婦（夫）、障害者控除追加・扶養変更・併徴・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　収入（平成24年１月１日から12月31日までの年間収入）について記入してください。
収入のなかった人は、裏面４を記入してください。
種類 収入金額 必要経費 支　払　者

給　与 円
年　金 円
営　業 円 円
農　業 円 円
不動産 円 円

円 円
非課税収入がある人は該当するものに○印→（老齢福祉年金・障害年金・遺族年金・雇用保険）

２　控除（所得から差し引かれる金額）について記入してください（平成24年１月１日から12月31日まで）。

（１）保険料控除　次の保険料について支払った金額を記入してください。
①国民健康保険料 円 ⑤生命保険料 円
②後期高齢者医療保険料 円 ⑥地震保険料 円
③介護保険料 円 ⑦その他保険料 円
④国民年金保険料 円 ⑧その他保険料 円
※　④・⑤・⑥・⑦・⑧の保険料を支払った場合は、控除証明書を添付してください（コピー可）。

（２）配偶者控除
氏　名 生年月日 配偶者の収入（給与・年金以外は所得金額を記入）

明・大
昭・平 年　　月　　日 給与収入・年金収入

・その他（　　　　　　　　　　） 円

（３）控除対象扶養親族及び16歳未満の扶養親族
氏　名 続柄 生年月日 同居又は別居 別居の場合の住所

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　　月　　日 同居・別居

平成25年度 申告書（簡易申告書）市 民 税 ・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 料 等（平成24年分）
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《
切
り
取
り
線
》

（４）寡婦・寡夫控除　あなたが寡婦・寡夫の場合、該当する項目に○印をしてください。
死別 離婚 生死不明

（５）障害者控除　あなたや扶養者の中に障害者がいる場合は、記入してください。

氏　名 続
柄 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護 １・２・３・４・５

氏　名 続
柄 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護 １・２・３・４・５

※　税法上定義されている「障害者控除」との整合性を図るため、ひらがな表記（障がい）にしていません。ご理解をお願いします。

（６）医療費控除　平成24年１月１日から12月31日までに支払った医療費について、記入してください。
支払った医療費 保険金などで補てんされる金額 ・医療費領収書の添付が必要です。

・生計を一にする親族の医療費を支払
　った場合も対象になります。円 円

（７）寄附金控除
寄附先 寄附金額 円

寄附先 寄附金額 円

３　納付方法について、選んでください。

給与以外の所得に係る市民税・
県民税の徴収方法の選択 □給与から天引き（特別徴収） □自分で納付（普通徴収）

４　収入がなかった人は、該当箇所を記入して（又は○印をつけて）ください。

ア　私は、扶養者氏名　　　　　　　　　　　　　に扶養されていた。

　　　　　扶養者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　　　　　　

イ　病気療養中　ウ　学生　エ　貯金で生活　オ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

以上で、申告は終わりです。
申告内容について、税務課担当者が問い合わせをする場合があります。
その際は、聞き取りにご協力をお願いします。
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《
切
り
取
り
線
》

申　告　書　裏　面【記載例】

（４）寡婦・寡夫控除　あなたが寡婦・寡夫の場合、該当する項目に○印をしてください。
死別 離婚 生死不明

（５）障害者控除　あなたや扶養者の中に障害者がいる場合は、記入してください。

氏　名 浜田　海男 続
柄 父 障害の程度 　身体障害者手帳　１級 要介護 １・２・３・４・５

氏　名 続
柄 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護 １・２・３・４・５

※　税法上定義されている「障害者控除」との整合性を図るため、ひらがな表記（障がい）にしていません。ご理解をお願いします。

（６）医療費控除　平成24年１月１日から12月31日までに支払った医療費について、記入してください。
支払った医療費 保険金などで補てんされる金額 ・ 医療費領収書の添付が必要です。

・ 生計を一にする親族の医療費を支払
　 った場合も対象になります。350,000円 120,000円

（７）寄附金控除
寄附先 浜田市 寄附金額 10,000円

寄附先 寄附金額 円

３　納付方法について、選んでください。

給与以外の所得に係る市民税・
県民税の徴収方法の選択 □給与から天引き（特別徴収） □自分で納付（普通徴収）

４　収入がなかった人は、該当箇所を記入して（又は○印をつけて）ください。

ア　私は、扶養者氏名　　　　　　　　　　　　　に扶養されていた。

　　　　　扶養者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　　　　　　

イ　病気療養中　ウ　学生　エ　貯金で生活　オ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

以上で、申告は終わりです。
申告内容について、税務課担当者が問い合わせをする場合があります。
その際は、聞き取りにご協力をお願いします。

寡婦・寡夫
　寡婦・寡夫控除に該当す
るには、民法上の婚姻の事
実が前提となります。

障害者控除
　手帳などを確認させてい
ただくことがあります。ご
了承ください。

寄附金控除
　年間2,000円を超える特
定寄附を支払った場合に該
当になります（領収書の添
付が必要です）。

納付方法
　給与所得者の市民税県民
税は原則として給与から特
別徴収されます。
　給与以外の所得に係る市
民税県民税については、ご
自身での納付を希望する場
合は「□自分で納付」に
チェックしてください。

申告受付期間
　２月８日㈮～３月15日㈮（土・日・祝日を除く。）
受付時間
　午前９時～午後４時
※　申告会場（石央文化ホール）には駐車場がありま

せんので、公共交通機関などを利用してください。

平成24年分の確定申告・納期限
　所得税・贈与税　　　　３月15日㈮
　消費税・地方消費税

（個人事業者）

納税は便利な口座振替を利用してください【振替日】
　所得税　　　　　　　　４月22日㈪
　消費税・地方消費税　

（個人事業者）

申告会場は
　石央文化ホールです

浜田税務署からのお知らせ

４月１日㈪

４月24日㈬
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　昨年12月、韓国の蔚
う る

山
さ ん

からすてきなお客さん
が来てくれました。ＵＳＰ（ULSAN　String　
Players)チェンバーオーケストラの皆さんです。
ＵＳＰチェンバーオーケストラは、韓国の代表的
な企業である現

ひょん

代
だ い

重工業の支援により、2007年に
創団されたオーケストラです。同じ財団の支援で
創立された蔚山大学校のキムネリ先生をはじめ、
蔚山大学校の卒業生などを含む約30人で構成され
ています。蔚山大学校と島根県立大学は、友好協
定を結んでおり、毎年交換留学生を送るなどの活
発な交流を行っています。
　今回ＵＳＰオーケストラは、島根県立大学と蔚
山大学校の友好関係を深めるため、県立大学の「第
12回国際文化交流の夕べ」とグラントワの特別演
奏会に招かれ、島根に来てくれました。私はその
お手伝いとして、３泊４日間ずっと同行しました。
　私の主な役割は、ＵＳＰオーケストラと日本の
人たちとのコミュニケーションの手助けをするこ
とでした。クラシックについて全く素人である私
なので、クラシックの専門用語などをうまく日本
語で伝えられるかどうか心配でした。しかし、そ
の心配は全く無用でした。
　県立大学「第12回国際文化交流の夕べ」での演

奏では、県立大学の吹奏楽部の学生との共演があ
りました。ＵＳＰオーケストラと県立大学の学生
は、当日２・３回練習しただけなのにすぐ仲間に
なりました。また、県立大学の学生スタッフは、
ＵＳＰオーケストラの演奏のときは、舞台裏でド
キドキしながら演奏を聞き、終わったとたん拍手
で迎えてくれ、仲間になりました。県立大学とグ
ラントワでの演奏会のときは、大きく“ブラボー”
を連発した観客とも一つになりました。
　『広報はまだ』11月の言葉を通した交流の大事
さについて強調した私が言うのも恥ずかしいです
が、音楽で共感した人たちに言葉なんかいらな
かったです。「言葉」や「知識」の以前に同じこ
とを聞いて同じことを感じる「共感」こそ、国際
交流につながる第一歩ではないかと思いました。

USPチェンバーオーケストラ（グラントワ公演）

　

平
成
20
年
に
就
航
し
、ロ
シ
ア
・

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
と
浜
田
港
を

不
定
期
で
運
航
し
て
い
た
国
際
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
航
路
が
、
昨
年
12
月
か

ら
月
２
便
の
定
期
配
船
（
定
期
航

路
化
）
を
始
め
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
（roll on roll off 

ship

）
と
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
よ
う
に

船
に
自
走
で
荷
物
を
積
み
降
ろ
す

こ
と
が
で
き
る
船
で
、
中
古
自
動

車
の
ほ
か
、
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
雑

貨
や
日
用
品
な
ど
あ
ら
ゆ
る
物
の

輸
送
が
可
能
と
な
り
、
浜
田
港
か

ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
ま
で
の
約

９
０
０
キ
ロ
を
１
日
で
結
ん
で
い

ま
す
。こ
の
た
び
の
定
期
配
船
は
、

西
日
本
で
は
唯
一
の
国
際
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
定
期
航
路
と
な
り
、
荷
主
企

業
に
と
っ
て
は
、
輸
出
入
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
立
て
や
す
く
、
よ
り

利
用
し
や
す
い
航
路
と
な
り
、
浜

田
港
に
と
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
貿
易

の
「
日
本
海
側
拠
点
港
」
と
し
て

の
存
在
感
が
高
ま
り
、
貿
易
振
興

に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

浜
田
は
古
く
か
ら
石い

わ
み
の
く
に

見
国
の

貿
易
港
と
し
て
栄
え
、
中
国
の

明
国
時
代
に
は
、「
番は

ま

だ

馬
塔
」、

「
南な

が

は

ま

高
番
馬
」
と
し
て
知
ら
れ
、

15
世
紀
か
ら
16
世
紀
に
か
け
て
、

周
布
氏
の
対
朝
鮮
交
易
の
拠
点
と

し
て
、
紬
・
綿
布
な
ど
の
輸
入
、

刀
剣
・
朱
椀
・
蝋
燭
の
輸
出
な
ど

大
陸
貿
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
帆
船
時
代
と
な
っ
た
江
戸
時

代
に
は
、
天
然
の
良
港
で
あ
っ
た

外
ノ
浦
が
、
北
前
船
の
寄
港
地
と

し
て
栄
え
、
明
治
時
代
に
は
、
瀬

戸
ケ
島
に
定
期
貨
客
船
が
発
着
し
、

旅
客
や
貨
物
の
輸
送
が
盛
ん
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
31
年
、

歩
兵
第
21
連
隊
が
広
島
か
ら
転
営

し
、
都
市
機
能
が
整
備
さ
れ
、
朝

鮮
や
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
が
盛
ん
に

な
り
、
翌
明
治
32
年
に
は
瀬
戸
ケ

島
は
新
開
港
場
に
指
定
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、
山
陰
自
動
車
道
と
浜

田
港
を
結
ぶ
臨
港
道
路
福
井
４
号

線
が
事
業
着
手
し
ま
し
た
。
完
成

後
は
、
国
道
９
号
バ
イ
パ
ス
道
路

の
渋
滞
緩
和
や
大
型
車
両
の
運
行

確
保
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
連
携
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
輸
送
貨
物
を
安
全
か
つ
効
率
的

に
運
搬
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
貿
易
に
つ
い
て
は
、
浜
田

港
を
中
国
地
方
に
お
け
る
拠
点
港

と
す
る
た
め
、
民
間
企
業
や
県
と

市
に
よ
り
、
昨
年
、
市
内
に
「
浜

田
港
ロ
シ
ア
貿
易
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
貿
易
の
推
進
は
も
ち
ろ

ん
、
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
利
用
促
進

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成24年11月19日　島根県庁
国際RORO船定期配船の合意書署名式

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

浜田市国際交流員　金
き む

　恩
お ん

志
じ

言葉なんかいらない！
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会期　２月21日㈭～３月14日㈭（22日間）
２月14日㈭　議会運営委員会

21日㈭　本会議　開会　施政方針・教育方
針表明、提案説明（全員協議会）

22日㈮　本会議　会派代表質問
25日㈪　本会議　個人一般質問
26日㈫　本会議　個人一般質問
27日㈬　本会議　個人一般質問
28日㈭　本会議　個人一般質問

３月１日㈮　本会議　議案質疑
４日㈪　総務文教委員会
５日㈫　福祉環境委員会
６日㈬　産業建設委員会
７日㈭・８日㈮　予算審査委員会
11日㈪・12日㈫　予算審査委員会
14日㈭　本会議　委員長報告、採決、閉会
（全員協議会）議会運営委員会

　なお、左記日程は予定であり、２月14日㈭の議
会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
市議会事務局（☎�９８００）

　

今
年
５
月
に
三
隅
図
書
館
が
、

８
月
に
は
中
央
図
書
館
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
こ
の
２
館
を
含
め
計

４
館
の
市
立
図
書
館
に
勤
務
す
る

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

　

年
齢
18
歳
以
上
の
人
（
定
時
制

を
除
き
高
校
生
は
不
可
）

勤
務
時
間

非
常
勤
嘱
託
職
員　
月
17
日
、
１

日
７
時
間
45
分

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員　
月
14
日
以

内
、
１
日
７
時
間
45
分
な
ど

※　

勤
務
時
間
は
、
勤
務
地
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

勤
務
場
所

　

中
央
図
書
館
・
金
城
図
書
館
・

旭
図
書
館
・
三
隅
図
書
館

任
用
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

31
日
の
う
ち
、
業
務
の
必
要
に
応

じ
た
期
間

応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市

役
所
西
分
庁
舎
３
階
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
図
書
館
準
備
室
ま
で

持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

履
歴
書
に
は
、
勤
務
可
能
時
間

の
範
囲
・
希
望
す
る
勤
務
場
所
・

図
書
館
司
書
資
格
の
有
無
を
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　

２
月
１
日
㈮
～
21
日
㈭

採
用
時
期　
４
月
１
日
㈪

※　

採
用
予
定
数
に
満
た
な
い
場

合
は
、
４
月
１
日
以
降
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

資格要件・採用予定数・報酬及び賃金など

補職 資格要件 採用予定数 報酬
賃金

雇用
保険

社会
保険

非常勤嘱託
職員

司書有資格者又は
公立図書館で勤務
経験のある人

若干名 月額
146,400円 有 有

パートタイム
職員 無 30人程度 時給

 　　809円 ※ 無

※…週20時間以上かつ31日以上勤務する場合は雇用保険有り。

面
接
実
施

　

書
類
審
査
の
結
果
は
、
概
ね
７

日
以
内
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

　

書
類
審
査
に
合
格
し
た
人
は
、

申
込
み
か
ら
概
ね
10
日
以
内
に
面

接
を
実
施
し
ま
す
。
面
接
の
日
時

は
、
書
類
審
査
の
結
果
と
と
も
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

面
接
会
場

　

市
役
所
西
分
庁
舎
３
階
教
育
委

員
会
会
議
室

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
図
書
館
準
備

室
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地（
☎
�
９
７
２
５
）】

３月浜田市議会定例会日程（予定）

図
書
館
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
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　津波による災害の発生が予想される場合、地震発
生後、約３分で大津波警報、津波警報又は津波注意
報が発表されます。
　巨大地震が発生し、東日本大震災級の津波を予想
した場合、大津波警報に「巨大」という言葉を用い
て発表されますので、ただちにより高い場所に避難
をしましょう。

津波警報・注意報の改善内容

「巨大」という言葉を使った大津波警報で、非常事
態であることを伝えます
○マグニチュード８を超える巨大地震の場合は、正

しい地震の規模をすぐには把握できないため、そ
の海域における最大級の津波を想定して、大津波
警報や津波警報が発表されます。これにより、津
波の高さを小さく予想することを防ぎます。

○最初の津波警報では、予想される津波の高さを、
「巨大」「高い」という言葉で発表され、非常事
態であることを伝えます。

予想される津波の高さを、１ｍ・３ｍ・５ｍ・10ｍ・
10ｍ超の５段階で発表されます
　正確な地震の規模が分かった場合、「予想される
津波の高さ」「津波の到達予想時刻」などの情報が
発表されます。
○これまで８段階で発表していた予想される津波の

高さを、被害との関係や予想される高さが大きい
ほど誤差が大きくなることを踏まえ、５段階に集
約されます。

○津波警報などの発表時には、各区分の高い方の値
を、予想される津波の高さとして発表されます。

　気象庁では、３月７日㈭から改善した津波警報
の運用が開始されます。
問い合わせ先

本庁安全安心推進課防災安全係
（☎�９１２２）

津波観測に関する情報
　気象庁では、沖合で観測された津波の情報をいち早く伝え
ますが、津波観測情報では、観測された津波の高さを見て、
これが最大だと誤解しないよう、「○メートル」という数値
では表さずに、「観測中」と発表する場合があります。

　津波警報などを見聞きした場合や海岸付近で「強い揺れ」
「長くゆっくりとした揺れ」を感じた場合は、近くの高台へ
避難することが重要です。いざというときには、自らの判断
で安全な場所へ避難し、命を守りましょう。

○新しい津波警報・注意報の分類ととるべき行動　　
予想される津波の高さ

（発表基準）
巨大地震の
場合の表現 とるべき行動

大津波警報

10ｍ超
（10ｍ＜高さ）

巨大
　沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や
避難ビルなど安全な場所へ避難してください。
　津波は繰り返し襲ってきますので、津波警報
が解除されるまで安全な場所から離れないでく
ださい。

10ｍ
（５ｍ＜高さ≦10m）

５ｍ
（３ｍ＜高さ≦５ｍ）

津波警報 ３ｍ
（１ｍ＜高さ≦３ｍ） 高い

津波注意報 １ｍ
（20cm≦高さ≦１ｍ） （標記しない）

　海の中にいる人は、ただちに海から上がって、
海岸から離れてください。津波注意報が解除さ
れるまで海に入ったり海岸に近づいたりしない
でください。

※　予想される津波の高さは、危機感を伝えるため、それぞれ発表基準の高い方の数値が発表されます。

※　津波警報の変更により、浜田市津波ハ
ザードマップの５ページ「津波警報・注意
報」が変更になります。

３月から

津波警報が変わります
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浜田浅井
テレビ中継局

208

33

５

浜田駅

浜田
自動車道

浜田医療
センター

浜田高校
浜田市役所

浜田バイパ
ス

９

186

９
９

石見小

三階小

松原小

原井小

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
25
年
度
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど

の
離
発
着
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備

し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は

○
人
工
呼
吸
器
や
超
音
波
断
層
装

置
な
ど
救
急
医
療
用
医
療
機
器

を
装
備
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
、

医
師
及
び
看
護
師
な
ど
が
同
乗

し
、
現
場
で
患
者
に
救
命
医
療

を
行
う
医
療
専
用
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
す
。
飛
行
速
度
は
、
新

幹
線
と
ほ
ぼ
同
じ
時
速
２
０
０

㎞
以
上
に
な
り
ま
す
。

○
県
立
中
央
病
院
に
常
駐
し
、
地

域
の
消
防
機
関
の
要
請
で
出
動

し
ま
す
。
消
防
機
関
の
要
請
か

ら
約
５
分
程
度
で
出
動
す
る
こ

と
が
で
き
、
医
師
に
よ
る
早
期

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
の
目
的

　

県
で
は
平
成
23
年
６
月
か
ら
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
し
、
ど
こ
に

い
て
も
緊
急
時
に
適
切
な
搬
送
が

受
け
ら
れ
、
救
命
率
の
向
上
や
後

遺
症
の
軽
減
を
図
る
効
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

　

県
西
部
は
医
師
の
偏
在
や
交
通

事
情
の
影
響
で
、
患
者
の
搬
送
に

時
間
が
か
か
る
地
域
が
多
く
あ
り

ま
す
が
、
東
部
に
比
べ
利
用
件
数

が
少
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
患
者
を

受
入
・
搬
送
す
る
と
き
は
、
約
５

㎞
離
れ
た
「
下
府
町
防
災
ヘ
リ

ポ
ー
ト
」を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

敷
地
内
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
院
内

に
離
着
陸
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

時
間
の
短
縮
と
患
者
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
、
安
心
・
安
全
な
医
療

体
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

整
備
場
所
な
ど

整
備
場
所

病
院
西
側
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
入
口
奥
の
駐
車
場

離
発
着
帯
の
大
き
さ
・
高
さ

・
大
き
さ　

21
ｍ
×
21
ｍ

・
高
さ　
　

約
10
ｍ
～
15
ｍ

（
地
上
か
ら
の
嵩
上
げ
方
式
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
企
画
課

花
子
さ
ん
（
☎
�
０
５
０
５
）

テレビの受信設定を行わないと映らなくなる場合が
あります
○ほとんどのテレビは、特別な操作をしなくても自

動的にチャンネルの設定変更がされます。
○対応していない一部のテレビは、チャンネルの再

設定が必要です。
○ケーブルテレビに加入している世帯は、チャンネ

ルの設定変更の必要はありません。

　このチャンネル変更の内容や、テレビのチャンネ
ル設定変更などご不明な点は、チャンネル変更コー
ルセンターまでお問い合わせください。
問い合わせ先　チャンネル変更コールセンター

（☎０１２０－９２２－３０３）
※　つながらない場合は、☎０３－４３２１－

０７７０へおかけください。
受付時間　午前９時～午後９時（土・日・祝日は、

午後６時まで）

浜田浅井テレビ中継局のチャンネルが変更されまし
た
　受信障害の改善を行うため、浜田浅井テレビ中継
局のチャンネルが変更されました。
対象地域　黒川町・相生町・朝日町・竹迫町・杉戸町・

野原町・原井町・熱田町のそれぞれ一部の地域

ドクターヘリ

嵩上げ方式のヘリポート（茨城県立中央病院）

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に

「
ヘ
リ
ポ
ー
ト
」
を
整
備
し
ま
す

テレビチャンネルの再設定はお済ですか
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

専
門
の
交
通
事
故
相
談
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
本
人
の

ほ
か
、
家
族
・
雇
主
・
知
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
法
律
相
談
な
ど
専
門
的

な
助
言
が
必
要
な
場
合
は
関
係
機

関
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
。）

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
１
階
・
島

根
県
浜
田
相
談
室

相
談
内
容

・
損
害
賠
償
請
求
の
仕
方

・
示
談
の
進
め
方

・
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
の
請
求

方
法

・
治
療
と
労
災
保
険
・
社
会
保
険

の
利
用
方
法

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
浜
田
相
談
室

（
☎
�
５
５
６
３
）

浜
田
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

開
設
日　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
。）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
２
階

相
談
専
用
電
話　
☎
�
３
１
６
０

消
費
生
活
相
談
窓
口
と
は
…

　

地
方
公
共
団
体
が
運
営
す
る

「
消
費
者
の
た
め
の
相
談
業
務
を

行
う
機
関
」
で
す
。
悪
質
商
法
に

よ
る
被
害
や
商
品
事
故
の
苦
情
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
る
ほ
か
、
消
費
生
活
の
安
定

と
向
上
を
図
る
た
め
の
各
種
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

誰
が
相
談
を
受
け
て
く
れ
る
の
？

　

消
費
生
活
に
関
す
る
専
門
の
知

識
を
有
し
た
相
談
員
が
相
談
を
受

け
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
問
題
解

決
の
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供
・

あ
っ
せ
ん
な
ど
を
し
ま
す
。ま
た
、

よ
り
専
門
的
な
相
談
機
関
が
あ
る

場
合
や
、
消
費
生
活
相
談
に
そ
ぐ

わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
相
談
内
容

に
合
っ
た
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
の
？

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
や
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
の
相
談
、
消
費
生
活
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
商
品
の
購
入
、
消
費
又
は
役
務

（
サ
ー
ビ
ス
）
の
利
用
な
ど
で

生
じ
た
苦
情
相
談

・
消
費
者
被
害
（
製
品
事
故
に
起

因
す
る
消
費
者
被
害
を
含
む
。）

に
関
す
る
相
談

・
商
品
や
役
務
の
知
識
・
選
択
・

購
入
方
法
な
ど
に
関
す
る
相
談

・
日
常
の
消
費
生
活
の
あ
り
方
な

ど
消
費
生
活
全
般
に
わ
た
る
相

談
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

できることからはじめましょう
○窓ガラス拭きに新聞紙を利用しましょう
　濡れた新聞紙でガラスを拭いた後、乾いた新
聞紙でから拭きすれば、インクの油がワックス
代わりになりピカピカになります。洗剤を使わ
ず、使用する水も少量で済みます。
○カーペット掃除にお茶がらを利用しましょう
　使用済みの茶がらを日に当ててよく乾かし、
カーペットにまいて掃除機で吸い取ると、取れ
にくい髪の毛などもきれいに吸い取ることがで
きます。お茶がらの再利用にもなり、髪の毛を
粘着テープでとる手間やごみが減ります。
○抹茶で畳をメイクアップ
　抹茶をお湯に溶かして雑巾に浸し、かたくし
ぼって拭くと、元どおりとはいきませんが、多

少緑色が復活します。お茶に含まれるカテキン
の成分は、殺菌・消臭作用があるといわれてお
り、衛生的で香りにも癒されます。

　お金をかけずにできる
掃除を工夫して、お財布
にも環境にも優しい生活
を送りましょう。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境
財団「エコライフ10へのご招待」

（本庁くらしと環境課）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

交
通
事
故
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す

生
活
・
環
境

困
っ
た
と
き
は
「
浜
田
市

消
費
生
活
相
談
窓
口
」
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

エコライフへのご招待　～エコ掃除の工夫～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう



17　　　広報はまだ：平成25年２月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

老人ホーム
弥栄苑
福祉センター

浜
田
美
都
線

旧杵束
小学校
旧杵束
小学校

本
郷
川

老人ホーム
弥栄苑
福祉センター

弥栄旭インター線
至金城

至浜田

至三
隅

至三隅至三隅

黒沢安
城浜田線

黒沢安
城浜田線 杵束

郵便局

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行
い

ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

２
月
４
日
㈪
～
28
日
㈭
必
着

入
札
日
時

３
月
13
日
㈬　

午
前
10
時
～

入
札
会
場

市
役
所
弥
栄
支
所
第
１
会
議
室

参
加
資
格

⑴　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個

人
又
は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）

で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

⑵　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

②
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受

け
る
人

③
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３

の
規
定
に
該
当
す
る
人

④
役
員
な
ど
（
入
札
参
加
者
が
個

人
で
あ
る
場
合
は
そ
の
人
、
入

札
参
加
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

は
役
員
又
は
支
店
・
事
務
所
の

代
表
者
）
が
暴
力
団
対
策
法
第

２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
で
あ
る
人

⑤
暴
力
団
な
ど
が
経
営
に
実
質
的

に
関
与
し
て
い
る
人

⑥
役
員
な
ど
が
自
己
・
自
社
又
は

第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る

目
的
や
、
第
三
者
に
損
害
を
加

え
る
目
的
で
、
暴
力
団
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
人

⑦
役
員
な
ど
が
暴
力
団
な
ど
に
対

し
て
資
金
を
供
給
し
た
り
便
宜

を
供
与
し
た
り
す
る
な
ど
直
接

的
あ
る
い
は
積
極
的
に
暴
力
団

の
維
持
・
運
営
に
協
力
し
、
又

は
関
与
し
て
い
る
人

⑧
役
員
な
ど
が
、
暴
力
団
な
ど
と

社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関

係
を
有
し
て
い
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り

ま
す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認

は
、
入
札
参
加
者
の
責
任
に
お

い
て
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ

の
ほ
か
入
札
参
加
に
必
要
な
用

紙
は
本
庁
管
財
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

物
件
に
関
す
る
こ
と

市
弥
栄
支
所
自
治
振
興
課

（
☎
�
２
１
１
１
）

入
札
に
関
す
る
こ
と

本
庁
管
財
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

売却物件
物件番号
物件名 所在地 地番 地目 地積 最低売却

価　　格

H24‐1
旧教職員住宅

弥栄町
木都賀

イ821番13 宅地 339.55㎡

1,570,000円木造亜鉛メッキ鋼板葺
平家建（昭和61年建築）
家屋番号：イ821番13
用途：共同住宅

60.00㎡

　

市
で
は
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
物
件
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
が
入
居
し
た
場
合
、
空
き
家

改
修
事
業
補
助
金
制
度
（
最
大

１
０
０
万
円
）
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
加
入
料
補
助
金
制
度
（
最
大

５
２
、
５
０
０
円
）
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
情
報

提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課

（
☎
�
９
２
２
０
）

募
集
期
間

２
月
８
日
㈮
～
22
日
㈮

抽
選
日　
３
月
中
旬

入
居
時
期　
３
月
下
旬

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

住
宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

市
営
住
宅
の
募
集
期
間
を

お
知
ら
せ
し
ま
す



広報はまだ：平成25年２月号　　　18

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

雇
用
促
進
住
宅

　

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※　

入
居
要
件
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

小
福
井
団
地
・
内
田
団
地

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

国
府
団
地
・
金
城
団
地

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

団地名（間取り） 所在地 家賃の月額
１・２年目 ３・４年目 ５年目以降

小福井団地１号棟（２Ｋ）熱田町 15,200円 18,200円 21,300円
小福井団地２号棟（２Ｋ） 17,100円 20,500円 23,900円
内田団地１号棟（２ＤＫ）内田町 20,300円 24,400円 28,400円
内田団地２号棟（３ＤＫ） 24,900円 29,900円 34,900円
国府団地１号棟（３ＤＫ）国分町 31,100円 37,300円 43,500円国府団地２号棟（３ＤＫ）
金城団地１号棟（３ＤＫ）金城町

七条 25,400円 30,500円 35,600円金城団地２号棟（３ＤＫ）
敷金　家賃の月額の３か月分

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会

社
概
要
や
、
採
用
予
定
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
26
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
で
島
根

県
又
は
鳥
取
県
で
就
職
を
希
望

す
る
人

日
時　
２
月
17
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

※　

企
業
説
明
会
の
ほ
か
、
オ
プ

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

定
住
財
団
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
（
☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐

４
５
１
０
）

http://w
w

w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

　

企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
25
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
及
び
大

学
な
ど
を
卒
業
後
３
年
以
内
の

未
就
職
者

日
時　
３
月
３
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　
島
根
県
民
会
館
第
１
・
２

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
企
業　
２
月
中
旬
か
ら
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

定
住
財
団
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
（
☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐

４
５
１
０
）

http://w
w

w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

　

島
根
県
内
の
事
業
所
で
働
く
皆

さ
ん
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

※　

最
低
賃
金
は
、
常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
な
ど
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

※　

次
の
賃
金
は
、
最
低
賃
金
の

対
象
と
な
る
賃
金
か
ら
除
外
さ

れ
ま
す
。

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結

婚
手
当
な
ど
）

②
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金（
賞
与
な
ど
）

③
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
・
深

夜
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金

④
精
勤
手
当
・
皆
勤
手
当

⑤
通
勤
手
当

⑥
家
族
手
当

問
い
合
わ
せ
先

島
根
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
８
）

浜
田
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
�
１
８
４
０
）

最低賃金
件　　名 時間額 引上額 効力発生日

島根県最低賃金 652円 6円 平成24年10月14日

産
業
別
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 763円 6円 平成24年12月12日
はん用機械器具、生産用機械器具、業
務用機械器具製造業 750円 6円 平成24年12月27日

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 700円 4円 平成24年12月30日

自動車・同附属品製造業 751円 5円 平成24年12月28日
百貨店・総合スーパー 704円 － 平成22年12月12日
自動車（新車）小売業 720円 6円 平成24年12月29日

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
３
月
14
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
ま
す

縁
結
び
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す

島
根
県
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す
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19　　　広報はまだ：平成25年２月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

グラフ１　発症年齢

64歳以下 65～74歳 75歳以上

男女計

男性

女性

0 20 40 60 80 100

20％ 20％ 60％

26％ 24％ 50％

13％ 15％ 72％

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

２
月
28
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

市
で
は
、
食
育
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
と
連
携
し
、
来
て
、

見
て
、
味
わ
い
、
楽
し
め
る
「
第

７
回
食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
３
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分
（
受
付
は
、
午
前
９
時
15
分

か
ら
）

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
豆
ま
き
・
運
動
あ
そ
び
ほ

か
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
パ
ネ

ル
展
示
・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
学

校
給
食
試
食
販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
い
る
医
師
が
、
病
気
の
予
防

や
医
療
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。   

日
時　
２
月
18
日
㈪

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

テ
ー
マ　
今
増
え
て
い
る
肺
気
腫
、

喘
息
、
肺
炎
～
そ
の
予
防
と
対

策
～

講
師　
玉
置
嘉
輝
さ
ん
（
浜
田
労

働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
所
長
・

内
科
医
師
）

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

脳卒中予防の決め手は健診受診・自己血圧測定・
生活習慣改善・早期受診！
　浜田市は島根県内でも脳卒中の死亡率が高いた
め、平成21年６月から浜田医療センターに脳卒中
で入院し同意が得られた人の発症情報をもとに、
退院後の脳卒中の再発予防のために保健師などの
訪問による保健指導を実施しています。
　平成21年６月から平成24年５月までの３年間の
状況は、脳卒中発症情報届出件数436件（男性240
人・女性196人）で訪問指導件数は197件でした。
　脳卒中のタイプは、大きく分けて３つです。脳
の血管がつまる「脳梗塞」・脳の血管がもろくな
り破れて出血する「脳出血」・血管の変形やこぶ
の破裂による「くも膜下出血」があります。
　浜田市の脳卒中の病型は、脳梗塞が全体の87％
を占め、次いで脳出血が10％でした。
　脳卒中の発症年齢はグラフ１のとおりです。男
女計でみると64歳以下が20％、65歳以上74歳以下
が20％、75歳以上が60％を占めています。男女別
にみると、男性が64歳以下26％、65歳以上74歳以下
24％と比較的若い年代での発症が多い状況です。
　脳卒中の徴候としては、脱力・しゃべりにくさ・
麻痺・手足のしびれ・意識障害の順でした。脳卒
中の徴候が出現してから３時間未満で病院を受診
する割合は約４割であり、残りの約６割の人は、

脳卒中の徴候を自覚しても様子をみている状況
が伺われました。早期の受診が望まれます。

脳卒中予防10か条（日本脳卒中協会）
①　手始めに　高血圧から　治しましょう
②　糖尿病　放っておいたら　悔い残る
③　不整脈　見つかり次第　すぐ受診
④　予防には　タバコを止める　意志を持て
⑤　アルコール　控えめは薬　過ぎれば毒
⑥　高すぎる　コレステロールも　見逃すな
⑦　お食事の　塩分・脂肪　控えめに
⑧　体力に　合った運動　続けよう
⑨　万病の　引き金になる　太りすぎ
⑩　脳卒中　起きたらすぐに　病院へ
番外編　お薬は　勝手にやめずに　相談を

（本庁地域医療対策課）

※　次回３月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

健
康
・
福
祉

食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田
を

開
催
し
ま
す

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座

を
開
催
し
ま
す

脳卒中を予防しましょう！
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

が
ん
患
者
に
対
す
る
緩
和
ケ
ア

は
、
身
体
的
な
苦
痛
を
和
ら
げ
る

こ
と
と
同
様
に
、
精
神
的
な
苦
痛

を
和
ら
げ
る
ケ
ア
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
が
ん
患
者
特

有
の
心
の
悩
み
を
理
解
し
、
患
者

の
支
え
と
な
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

　
「
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え

直
す
・
見
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

音
楽
療
法
で
楽
し
く
体
も
動
か
し

な
が
ら
、
緩
和
ケ
ア
の
あ
り
方
を

考
え
ま
す
。

日
時　
２
月
23
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

料
金　
無
料

音
楽
療
法

講
師　
宮
崎
真
理
子
さ
ん
（
日
本

音
楽
療
法
学
会
認
定
音
楽
療
法

士
・
い
わ
み
音
楽
療
法
研
究
会

会
長
）

講
演

演
題　
〝
心
〟
と
い
う
治
癒
力
～

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
直

す
・
見
守
る
～

講
師　
佐
伯
俊
成
さ
ん
（
広
島
大

学
病
院
総
合
内
科
・
総
合
診
療

科
准
教
授
）

座
長　
柳
川
崇
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
病
棟
医
長
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

グ
ル
ー
プ　

片
岡
さ
ん

（
☎
�
５
５
４
９
）

周
布
地
区
健
康
教
室

日
時　
２
月
26
日
㈫

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所　
周
布
公
民
館

テ
ー
マ　
脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う

内
容

⑴　

健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
測
定
・

体
組
成
計
で
体
脂
肪
率
や
内
臓

脂
肪
・
体
内
年
齢
な
ど
を
測
定
）

⑵　

脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に

（
講
話
）

⑶　

減
塩
食
の
調
理
実
習
～
減
塩

の
㊙
テ
ク
ニ
ッ
ク
！

⑷　

家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

（
希
望
者
の
み
）

参
加
費　
２
０
０
円
（
材
料
費
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
健
康

手
帳
・
家
庭
の
み
そ
汁
（
希
望

者
の
み
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　
２
月
19
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
５
日
㈫
・
３
月
５
日

㈫　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）の検査を無料で受けることができます。
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　２月28日㈭まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療

産婦人科江木医院　２月22日㈮　17:00～19:00
中山産婦人科医院　２月４日㈪　17:00～18:30

※　前日までに予約が必要です。

問い合わせ先　本庁地域医療対策課健康推進係
（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

対
象
者　
将
来
就
業
を
希
望
す
る

看
護
職
員
な
ど

日
時　
２
月
13
日
㈬
・
３
月
13
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

病
気
の
こ
と
で
、
１
人
で
悩
ん

だ
り
、
療
養
生
活
に
困
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

難
病
を
持
っ
て
い
る
人
、
家
族

や
支
援
者
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
８
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
保
健
所
多
目
的
室

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

緩
和
ケ
ア
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

難
病
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

２月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
も
で
き

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
５
５
４
）

　

介
護
給
付
費
通
知
書
は
、
平
成

24
年
中
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
人
に
、
そ
の
利
用
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
明
細
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の

領
収
書
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
知
書
は
２
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
は
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
高
齢
者
に
関
す
る
医
療
や
介

護
・
福
祉
の
身
近
な
相
談
窓
口
と

し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
市
役
所

高
齢
障
が
い
課
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

・
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
う

使
っ
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

・
近
所
の
高
齢
者
が
、
き
ち
ん
と

生
活
で
き
て
い
る
か
心
配

・
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
、
お
金
の
管

理
に
も
不
安
が
あ
る　

な
ど

利
用
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
。）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
相
談
方
法　
電
話
・
訪
問
・
来
所

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
２
１
）

　

浜
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、

健
康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
て
、
脳
ド
ッ
ク

助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

※　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

は
、『
広
報
は
ま
だ
』
４
月
号

で
募
集
予
定
で
す
。

検
査
項
目　
問
診
・
身
体
計
測
・

診
察
・
視
力
検
査
・
眼
底
検
査
・

尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・

肝
機
能
検
査
・
脂
質
代
謝
検
査
・

腎
機
能
検
査
・
血
液
検
査
・
膵

機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・
尿
酸

検
査
・
保
健
指
導
・
総
合
評
価
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の

血
管
撮
影
・
神
経
学
的
検
査
・

頸
動
脈
エ
コ
ー
な
ど

※　

胃
の
検
査
・
便
の
検
査
は
あ

り
ま
せ
ん
。

受
診
医
療
機
関　
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
日　
４
月
以
降
（
健
診
セ
ン

タ
ー
と
調
整
の
上
、
決
定
し
ま

す
。）

受
診
対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

⑴　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
及
び

人
工
内
耳
を
使
用
し
て
い
な
い

こ
と

⑷　

閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

⑸　

平
成
22
・
23
・
24
年
度
（
過

去
３
年
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
（
受

け
こ
と
の
あ
る
人
は
、
今
回
の

脳
ド
ッ
ク
に
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。）

定
員　
１
０
０
人

自
己
負
担
額　
４
、
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
２
月
15
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課
「
後
期
脳

ド
ッ
ク
」
係

は
が
き
記
入
例

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成

22
・
23
・
24
年
度
と
も
応
募
し
、

抽
選
の
結
果
落
選
と
な
っ
た
人

の
受
診
を
優
先
し
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
２
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「後期脳ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

介
護
給
付
費
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

後
期
高
齢
者
医
療「
脳
ド
ッ
ク
」
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る
「
前
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

｢

前
納
制
度
」に
は
、口
座
振
替
・

現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
３
）

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
１
）

申
込
期
限

⑴　

１
年
度
分
及
び
前
期
半
年
分

（
４
月
分
～
９
月
分
）
は
２
月

末
ま
で

⑵　

後
期
半
年
分
（
10
月
分
～
３

月
分
）
は
８
月
末
ま
で

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成24年度国民年金保険料納付額
※　平成25年度保険料額は未確定です。

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納付
及び翌月末振替の口座振替） 14,980円 －

毎月振替【早割】
（当月末振替の口座振替） 14,930円 50円

６か月分前納（現金納付） 89,150円 730円
６か月分前納（口座納付） 88,860円 1,020円
１年度分前納（現金納付） 176,570円 3,190円
１年度分前納（口座納付） 175,990円 3,770円

　

人
権
課
題
の
重
要
な
柱
で
あ
る

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
理
解
と
認

識
を
深
め
、
差
別
を
許
さ
な
い
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
、
お
互
い
に
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
７
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

演
題　
人
の
世
に
熱
と
光
を
！

講
師　
清
原
隆り

ゅ
う

宣せ
ん

さ
ん
（
奈
良
県

御
所
市
西
光
寺
副
住
職
）

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内　

浜
田
自
治
区
人
権
・

同
和
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
９
１
６
０
）

　

子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議

会
設
立
を
記
念
し
て
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
社
会
問
題
と
ひ
き

こ
も
り
の
関
係
や
、
東
日
本
大
震

災
の
現
場
で
の
取
材
を
通
し
た
経

験
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
２
月
17
日
㈰

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
階
４
０
１

研
修
室

演
題　
若
者
を
巡
る
状
況
と
自
立

支
援
の
現
状
～
長
年
、
ひ
き
こ

も
り
問
題
を
取
材
し
て
き
て
～

講
師　
池
上
正
樹
さ
ん
（
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）

定
員　
１
０
０
人

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

　

学
校
施
設
を
利
用
し
、
年
間
を

通
じ
て
定
期
的
な
活
動
を
予
定
し

て
い
る
団
体
は
、
説
明
会
に
出
席

し
、
登
録
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

平
成
25
年
度
か
ら
の
新
規
利

用
で
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時３

月
１
日
㈮　

午
後
７
時
～

場
所

浜
田
自
治
区
内
の
施
設
希
望
団
体

浜
田
公
民
館

三
隅
自
治
区
内
の
施
設
希
望
団
体

市
役
所
三
隅
支
所
３
階
集
会
室

※　

金
城
・
旭
・
弥
栄
自
治
区
内

の
学
校
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
各
支
所
教
育
委
員

会
分
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

開
放
す
る
施
設

体
育
施
設　
小
学
校
・
中
学
校
の

体
育
館
（
一
部
校
庭
）

※　

有
福
小
を
除
き
ま
す
。

文
化
施
設　
第
四
中
・
三
隅
中
・

三
階
小
・
弥
栄
小
・
原
井
幼
稚

園
※　

そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
る
施
設

が
異
な
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
者　
市
内
の
団
体
で
、

学
校
施
設
を
年
間
通
じ
て
定
期

的
に
利
用
す
る
団
体

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
１
）

各
支
所
教
育
委
員
会
分
室

物
資
の
種
類　
野
菜
・
果
物
・
卵
・

乳
製
品
・
冷
凍
食
品
・
ジ
ャ
ム

類
・
油
脂
・
調
味
料
・
魚
介
類
・

練
り
製
品
・
肉
類
・
豆
腐
類
・

麺
類
・
海
藻
類
・
干
し
魚
・
乾

物
類
な
ど

納
入
場
所　
浜
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
原
井
町
）

登
録
期
間

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

条
件

⑴　

学
校
給
食
を
よ
く
理
解
し
、

協
力
で
き
る
こ
と

⑵　

店
舗
や
倉
庫
・
工
場
な
ど
の

衛
生
管
理
が
良
好
で
あ
る
こ
と

⑶　

原
則
と
し
て
大
量
の
物
資
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

⑷　

物
資
の
納
入
は
、納
入
期
日
・

時
間
を
厳
守
し
、
輸
送
費
を
負

担
す
る
こ
と

⑸　

粗
悪
品
は
、
無
条
件
で
取
り

替
え
る
こ
と

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

人
権

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域

協
議
会
設
立
記
念
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

学
校
施
設
開
放
事
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

平
成
25
年
度
学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

⑹　

契
約
期
間
中
は
、
学
校
給
食

に
支
障
を
き
た
す
行
為
を
し
な

い
こ
と

※　

契
約
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場

合
は
、
契
約
期
間
中
で
あ
っ
て

も
登
録
を
取
り
消
し
ま
す
。

※　

地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
ま

す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
間

２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

申
込
方
法　
所
定
の
用
紙
（
学
校

給
食
会
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
浜
田
市

に
納
税
義
務
が
あ
る
場
合
は
直

近
の
納
税
証
明
書
と
１
か
月
以

内
に
実
施
し
た
「
腸
内
細
菌
検

査
成
績
書
」
の
写
し
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
浜
田
市
学
校
給
食
会

（
☎
�
８
６
０
０
）

　

島
根
県
土
質
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
受
け
、
花
崗
岩
か

ら
黄
長
石
霞
石
玄
武
岩
ま
で
、
県

内
の
岩
石
を
例
に
岩
石
の
見
方

や
成
り
立
ち
な
ど
の
話
を
聞
き

な
が
ら
、
実
際
の
岩
石
を
手
に

取
っ
て
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
石
見
畳
ヶ
浦
が
で
き
た

１
６
０
０
万
年
前
の
日
本
列
島
の

環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
話
も
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
２
月
16
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

内
容

・
島
根
の
岩
石
に
つ
い
て

・
島
根
の
岩
石
観
察
会

・
石
見
畳
ヶ
浦
の
地
層
形
成
期
の

日
本

講
師　
山
内
靖
喜
さ
ん
（
島
根
大

学
名
誉
教
授
）

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

ソ
ル
ラ
ル
（
旧
正
月
）
に
い
た

だ
く
韓
国
の
伝
統
料
理
を
作
り
ま

す
。

　

市
国
際
交
流
員
の
金
恩
志
さ
ん

と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
韓
国

の
食
や
文
化
・
伝
統
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
時　
２
月
６
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
２
月
４
日
㈪

　

市
国
際
交
流
員
の
金
恩
志
さ
ん

と
多
方
面
か
ら
見
た
韓
国
を
、
よ

り
身
近
に
感
じ
な
が
ら
会
話
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
・

３
月
６
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
２
月
14
日
㈭

　

市
国
際
交
流
員
の
劉
悦
さ
ん
と

春
節
に
中
国
で
食
べ
ら
れ
る
年
夜

飯
（
日
本
で
い
う
お
せ
ち
料
理
）

に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
文
化
の
違
い
や
日
本
の
節
分

な
ど
、
お
互
い
の
暦
の
こ
と
な
ど

を
学
び
な
が
ら
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

日
時　
２
月
10
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場
所　
三
保
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
24
人

参
加
費　
５
０
０
円（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
２
月
６
日
㈬

　
「
い
っ
ぽ 

に
ほ
ん
ご 

さ
ん
ぽ
」

の
執
筆
者
・
宿

し
ゅ
く

谷や

和
子
さ
ん
を
迎

え
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
語
と
は
？
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
？
在
住
外
国
人
の
皆

さ
ん
の
日
本
語
学
習
支
援
活
動
に

興
味
の
あ
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

在
住
外
国
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
日
本
語
学
習
の
支
援
を
し
て

い
る
人
の
こ
と
で
す
。

日
時　
２
月
17
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

講
師　
宿
谷
和
子
さ
ん
（
に
ほ
ん

ご
の
会
企
画
組
合
）

定
員　
40
人

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
２
月
13
日
㈬

　
「
も
う
一
度
英
語
を
勉
強
し
よ

う
」と
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、

「
英
会
話
っ
て
楽
し
い
！
」
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
基
本
を
練
習
し

て
、
自
分
の
言
葉
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

対
象
者　
高
校
生
以
上

日
時　
２
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
・

３
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
２
月
14
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

森
川

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

島
根
の
岩
石
入
門
を

開
催
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

韓
国
サ
ロ
ン　

２
０
１
３
ソ
ル
ラ
ル

～
韓
国
の
新
年
料
理
に
挑
戦
～

韓
国
サ
ロ
ン

韓
国
に
恋
し
て
。

中
国
サ
ロ
ン　

春
節
２
０
１
３

～
中
国
の
年ね

ん

夜や

飯は
ん

～

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会

Let's S
peak English!

２

（
初
級
英
会
話
）
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◀三隅自治区消防出初め式
（１月６日㈰　三隅中央公園）
隊長以下151人の団員が参加
力強く分列行進をする消防団員

▲浜田市消防出初め式
（１月６日㈰　東公園ふれあい広場）
団長以下320人の団員が参加
女性分団による消防操法を披露

◀
金
城
自
治
区
消
防
出
初
め
式

（
１
月
５
日
㈯　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ
）

副
団
長
及
び
隊
長
以
下
１
１
７
人
の
団
員
が
参
加

空
高
く
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た

◀
旭
自
治
区
消
防
出
初
め
式

（
１
月
５
日
㈯　
旭
市
民
体
育
館
）

副
団
長
及
び
隊
長
以
下
83
人
の
団
員
が
参
加

積
載
車
及
び
機
械
器
具
点
検
を
実
施

◀弥栄自治区消防出初め式
（１月６日㈰　弥栄町運動広場）
副団長及び隊長以下78人の団員が参加
地域防災活動に貢献している団員が表彰されました

　

浜
田
市
消
防
出
初
め
式
及
び
各
自
治
区
の
出
初
め
式
が
、
１
月
５
日
㈯
と
６
日
㈰
に
各
会
場

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
式
典
で
は
、
消
防
団
員
の
各
種
表
彰
と
機
敏
な
動
作
に
よ
る
礼
式
が
披
露
さ
れ
、
災
害
の

な
い
浜
田
市
を
誓
い
ま
し
た
。

　

市
消
防
団
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後
と

も
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い 平成25年 消防出初め式

新
年
の
決
意
新
た
に

～
今
年
一
年
の
防
火
・
防
災
を
誓
う
～



25　　　広報はまだ：平成25年２月号

出席者全員での記念撮影や、久しぶりに
出会った友達との思い出話に花が咲きま
した

新成人を代表し、徳富有華さん（左）と岡田優一さん
（右）が新成人を代表して抱負を述べました

恒
例
の
お
茶
会
で
は
、
昔
話
や
近
況

の
話
し
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た

新たな門出を迎えた新成人13人

市民歌を斉唱する新成人

新
成
人
を
代
表
し
、
謝
辞
を
述
べ

る
吉
田
宗
紀
さ
ん

近
況
報
告
や
将
来
の
目
標
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た

新成人の門出を祝い、出席者全員で記念撮影

金城自治区 月日　１月４日㈮
場所　みどりかいかん

旭自治区 月日　１月４日㈮
場所　旭センター

　平成25年成人式が、浜田・金城・旭の３会場で
行われました。それぞれの会場には、浜田366人・
金城47人・旭13人の参加がありました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い

浜田自治区 月日　１月1３日㈰
場所　石央文化ホール

平成25年 成人式(浜田・金城・旭自治区)



広報はまだ：平成25年２月号　　　26

　12月26日㈬、「ミニ門松作り」が大麻公民館で行われました。
　これは、地元の高齢者が月１回集まる「お楽しみの会」の活
動の一環として行わたもので、この日は、約20人が参加。縁起
物とされる松や梅・南天を竹の土台にバランスよく飾り付け、
高さ約50㎝の世界に一つだけの門松を作りました。
　参加者は、完成した門松を見て、なかなかの出来に満足し、
新年を迎えるための準備をしました。

皆さん、思い思いに飾り付けをしています

　12月26日㈬、高齢者へのおせち料理の配達が行われました。
　これは、65歳以上の独居世帯などへおせち料理を運び、新し
い年を迎えてもらおうと社会福祉協議会弥栄支所が企画。食生
活改善推進協議会が、弥栄の郷土料理の干し柿で卵を巻いた「ま
き柿」など13種の彩り豊かなおせち料理を作りました。また、
民生委員や中学生などの地域の人々が、各家庭を訪問し、安否
確認や火の元への注意を呼びかけました。
　今年は、123世帯へ配達し、高齢者に一足早いお正月を届け
ました。料理がきれいに盛られていきます

　12月22日㈯、「かなぎとしょかんクリスマス会」がみどりか
いかんで行われました。
　これは、本の読み聞かせグループ「ミッケの会」と金城図書
館が企画したもので、歌遊びや洗濯ばさみを使ったサンタク
ロースの人形作りを楽しみました。また、県立大学の読み聞か
せグループ「ゆるりの会」も参加し、クリスマスにちなんだ創
作劇を披露。煙突から出られなくなったサンタクロースを、参
加した子どもたちと一緒に引っ張って助けると大きな歓声が上
がりました。みんなでサンタクロースを助け出しました！

一筆一筆に思いを込めながら書きました

　１月６日㈰、「新春書初め会」が国府公民館で開催されました。
　これは、書初めの楽しさを知ってもらうとともに、冬休みの
宿題の書初めも書いてもらおうと、国府公民館が企画。
　この日は、国府小学校の４年生から６年生までの14人が参加。
講師の今田鈴子さんから書き方を教わりながら、真剣なまなざ
しで筆をはしらせていました。
　参加した児童たちは、「学校の宿題も書けてよかった」「楽し
く書けた」と話し、作品を見ながら満足そうな様子でした。こ
こで書いた作品は、２月15日㈮まで国府公民館で展示されます。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

やさか

はまだ

高齢者に一足早いお正月を！
～ 高齢者へのおせち料理配達 ～

門松作りで新年を迎える
～ 大麻公民館「ミニ門松作り」 ～

みんなで楽しくメリークリスマス！
～ かなぎとしょかんクリスマス会 ～

かなぎ

楽しみながら、一筆に集中
～ 国府公民館「新春書初め会」 ～

はまだ
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　12月22日㈯、「クリスマス会」が三隅図書室で行われました。
　三隅図書室は、２月１日に閉室となるため、今回のクリスマ
ス会が最後の行事になりました。
　この日は、幼児や保護者14人が参加。絵本の読み聞かせやク
リスマスカード作り・体を使った英語の遊び歌・ビンゴゲーム
をして楽しみました。
　三隅図書室は閉室しますが、今年５月に開館予定の「三隅図
書館」でもいろいろな行事が計画されています。

ビンゴゲームを楽しむ参加者

　12月21日㈮、しめ飾り作りがときわ会館で行われました。
　これは、地域の皆さんと子どもたちがしめ飾り作りを通して、
伝統技術の継承と世代間の交流を図ろうと、昭和60年から毎年
行っているもので、この日は、児童24人が地域の人の指導を受
け、小さなしめ飾りや大小２つのしめ縄を重ねた本格的なしめ
飾り作りに挑戦しました。子どもたちは、慣れない作業にもか
かわらず、熱心にわらを編み、飾り付けをするなどして、思い
思いのしめ飾りを作りました。完成後には、温かいぜんざいを
食べながら、交流を深めました。

　12月21日㈮、金城自治区内の一人暮らしの高齢者宅へ「まご
ころ弁当」が配達されました。これは、歳末助け合い募金事業
として社会福祉協議会が企画。弁当は、食生活改善推進協議会
が地元産の食材を中心に心を込めて調理し、小中学生や民生児
童委員が、85世帯へ届けました。弁当には、おしながきやメッ
セージ・手紙が添えられ、元気で新しい年を迎えてもらおうと
声を掛けながら渡しました。
　弁当を受け取った皆さんは、「温かい手紙とお弁当で良い年
が迎えられそうです」と感謝していました。

一生懸命わらを編みました

まごころ弁当を配達する皆さん

　12月18日㈫、クッキーなどで作った「お菓子の家」があさひ
子ども園にプレゼントされました。「お菓子の家」をプレゼン
トしたのは、市内で洋菓子店を営む東

ひがし

喜
き

久
く

雄
お

さんで、毎年この
時期に市内の保育園１か所に「お菓子の家」を贈られており、
今年で16年目になります。
　グリム童話「ヘンゼルとグレーテル」に登場する魔女の家を
イメージしたカラフルな「お菓子の家」に園児たちは「こんな
の見たことない」と笑顔を浮かべていました。「お菓子の家」は、
21日㈮のクリスマス会で、分けあって食べました。 うれしそうに「お菓子の家」を見る園児と東さん

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

みすみ

かなぎ

あさひ

かなぎ

最後の図書室行事を楽しもう！
～ 三隅図書室クリスマス会 ～

伝統技術の継承・世代間交流
～ 波佐小学校 しめ飾り作り ～

お菓子の家に大喜び
～ あさひ子ども園にプレゼント ～

まごころ弁当を配達
～ 社会福祉協議会 歳末助け合い募金事業 ～



広報はまだ：平成25年２月号　　　28

講演をする竹内幸夫さん

　12月２日㈰、「あさひみんなの発表会」が旭センターで行わ
れました。
　この催しは、旭自治区内の５つの公民館で構成する旭自治区
公民館連絡協議会が開催。当日は、自治区内で活動する14団体
や個人が、演奏や踊りを披露して、約250人の観客を楽しませ
ました。旭自治区内の各小学校は、合唱や太鼓などの演目をス
テージいっぱいに繰り広げていました。フォークダンス同好会
として「ねぶた踊り」に夫婦で参加した刑務官の大西洋さんは
「地域の活動に参加できて楽しかった」と話していました。 会場を沸かせた迫力の「ねぶた踊り」

　12月８日㈯、「弥栄自治区人権を考えるつどい」が市役所弥
栄支所で開催されました。講師に、落語家の林家卯

う

三
さ ぶ

郎
ろ う

さんを
迎え、講演・落語が行われました。前半は「動物の親子のふれ
あいから学ぶ人権問題」と題し、獣医師でもある経験を踏まえ
ながら「人が生きていく力」や「思いやり」について動物の例
を挙げながらテンポよく話されました。
　後半は、江戸時代の有名な彫刻家「左

ひだり

甚
じ ん

五
ご

郎
ろ う

」を主人公とし
た落語をされ、人権問題を取り入れた噺

はなし

に約50人の来場者は、
手を叩き・笑いながらも人権について学びました。落語家で獣医師の林家卯三郎さん

　12月１日㈯、「安城公民館まつり」が市役所弥栄支所で開催
されました。弥栄会館の改修で、いつもより狭い会場での公民
館まつりでしたが、出演者と観客との距離が近く、温かいイベ
ントとなりました。この日、ダンスや舞踊・詩吟・書道吟の実
演のほか、公民館長による神楽も披露されました。出演者は、
ふだんの活動を発表し、また、観客となって会場を盛り上げて
いました。会場内では、角寿司や豚汁・つきたての餅などの販
売があり、あっという間に完売しました。熱気のある会場で、
参加者の皆さんは楽しいひとときを過ごしました。さわやかサークルのダンスには観客も参加！

　12月15日㈯、「石見神楽かたりべの会」が井野地区の上今明
集会所で開催されました。
　これは、伝統芸能である石見神楽を「地域と共存・将来に正
しく継承」していくことを目的に行われました。講師の、竹内
幸夫さん(江津市桜江町在住)が、「私の神楽談義」と題し、「稲
穂を刈り取る所作から神楽の技も生まれ、生活感から生まれた
技は美しい」と話されました。
　その後、市内の神楽社中が神楽を上演。広島県や松江市から
の来場者もあり、たくさんの人でにぎわいました。

♥Town Topicsま ち の わ だ い

やさか

稲穂を持ってかたりべ
～ 第８回上今明「石見神楽かたりべの会」 ～

動物の親子から学ぶ人権問題
～ 弥栄自治区人権を考えるつどい ～

多彩な芸に会場はくぎづけ
～ あさひみんなの発表会 ～

ステージと客席が一体化!!
～ 第4回安城公民館まつり ～

あさひ

みすみ

やさか
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昨
年
12
月
５
日
㈬
、「
国
際
文
化

交
流
の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
国
際
的
な
文
化
交
流
を
図

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、開
学
以
来
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
は
「
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・

つ
な
が
り
あ
い
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

学
生
た
ち
が
「
市
民
の
皆
さ
ん
と
交

流
を
深
め
た
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

様
々
な
催
し
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

講
堂
で
行
わ
れ
た
第
１
部
は
、
あ

お
い
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
、
か
わ

い
ら
し
い
一
輪
車
演
技
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。「
ダ
ン
ス
部
」の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、「
好は

お

好は
お

サ
ー
ク
ル
」の
京
劇
・

「
橙と

う

蘭ら
ん

」
の
よ
さ
こ
い
・「
吹
奏
楽

部
」
に
よ
る
演
奏
と
、
い
ず
れ
も
日

頃
の
活
動
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
は
ゲ
ス
ト
に
「
Ｕ
Ｓ
Ｐ
チ
ェ
ン

バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
韓
国
蔚う

る

山さ
ん

大

学
校
）」
を
招
い
て
演
奏
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
第
２

部
で
は
「
ゆ
る
り
の
会
」
が
大
型
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
そ
の
後

の
交
流
会
で
は
、
参
加
者
全
員
が
一

体
と
な
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。
最
後
は
「
Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ　

ｋ

ｉ
ｔ
ｅ
」
が
県
大
の
夜
に
歌
声
を
響

か
せ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
市
民
・
学
生
の
皆
さ
ん

の
参
加
で
満
員
と
な
り
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
演
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
寒
い
中
ご
来
場
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
10
日
㈪
、
海
外
派
遣
・

留
学
体
験
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
海
外
派
遣
・
留
学

を
経
験
し
た
学
生
に
よ
る
体
験
談
発

表
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
体
験
談
発
表
で
は
、
中
国
・

韓
国
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
経

験
を
、
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
第
２
部
で
は
、海
外
派
遣
・

留
学
相
談
会
を
行
い
、
英
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
・
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
来
場
し
た
学
生
が
海

外
派
遣
・
留
学
経
験
者
の
先
輩
た
ち

に
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
海
外
に
興
味
を
持

ち
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨

励
し
、
学
生
に
よ
る
地
域
交
流
や
地

域
貢
献
活
動
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、

昨
年
12
月
５
日
㈬
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
た
学
生
を
対
象
と
し

た
抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

浜
田
の
お
い
し
い
ご
馳
走
を
い
た

だ
け
る
「
は
ま
ご
ち
お
食
事
券
」「
浜

田
市
共
通
商
品
券
」「
共
通
バ
ス
カ
ー

ド
」
な
ど
の
賞
品
を
、
当
選
し
た
学

生
に
授
与
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
学
生
の
成
長
に
資
す

る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

　

浜
田
で
学
ん
だ
学
生
た
ち
は
、
地

域
に
関
心
を
持
ち
、
様
々
な
視
点
か

ら
卒
業
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地

域
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
卒
業
研
究
の
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
14
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　

交
流
セ
ン
タ
ー
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

第２部相談会の様子

イルミネーション点灯式も行いました

当選番号を確認する学生
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vol.112
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
学

生
を
対
象
に
抽
選
会
を
開
催

し
ま
し
た

第
10
回
地
域
振
興
に
関
す
る

提
言
を
含
む
優
秀
卒
業
研
究・

論
文
の
発
表
会
の
お
知
ら
せ

第
12
回
「
国
際
文
化
交
流
の

夕
べ
」
を
開
催

海
外
派
遣・留
学
体
験
報
告
会

～
つ
な
げ
よ
う
国
際
の
輪
！
～
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【
本
館
】
石
本
正　
画
業
の
変
遷

　

本
館
で
は
、「
石
本
正　

画
業
の

変
遷
」を
開
催
中
で
す
。
日
本
画
家
・

石
本
正
（
三
隅
町
出
身
）
は
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に
し

て
、
多
く
の
作
品
を
描
い
て
き
ま
し

た
。

　

本
展
で
は
、
特
に
画
家
を
魅
了
し

て
や
ま
な
い
裸
婦
や
舞
妓
・
花
な
ど

の
作
品
を
取
り
上
げ
、
70
年
に
わ
た

る
画
業
の
中
で
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、

石
本
の
画
業
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。

会
期　
３
月
20
日
㈷
ま
で

【
新
館
】
第
３
回
石
州
和
紙
に
描
い

た
日
本
画
展

　

石
本
正
は
２
０
０
０
年
以
降
、
石

州
和
紙
職
人
が
漉す

く
「
石
正
紙
」
に

作
品
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の

石
本
が
推
薦
し
た
画
家
を
中
心
に
、

年
齢
や
経
歴
を
問
わ
ず
、
素
晴
ら
し

い
作
品
を
生
み
出
す
25
人
の
現
代
日

本
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
新
作
を

展
示
し
ま
す
。

会
期　
３
月
20
日
㈷
ま
で

料
金　

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

　この教室は、石本が「絵を描くよろこび」を多くの人に伝えたい
と願い、2001年の開館時から始まりました。ここには「絵を描くよ
ろこび」が満ちています。全国各地からやってくる人々と一緒に楽
しく絵を描きませんか。
日程　３月９日㈯・10日㈰
場所　石正美術館創作室
料金　７，０００円
定員　先着30人（２月16日㈯から受付開始）

《本館展示室》

石本正　画業の変遷
　　３月20日㈷まで

《新館展示室》

第３回石州和紙に描いた日本画展
　　３月20日㈷まで

《ギャラリー展示》

三隅中学校美術展（仮）
　　２月９日㈯～22日㈮

平成24年度石正美術館絵画教室展　
前期（日本画・初めての日本画教室）
　　２月23日㈯～３月８日㈮

《イベント情報》

石本正絵画教室　裸婦デッサン会
　　３月９日㈯・10日㈰

特別講演会「第３回石州和紙に描いた
日本画展」
　　３月９日㈯　午前10時～11時30分

　「第３回石州和紙に描いた日本画展」に出品されている日本画家・
池田知嘉子さんによる特別講演会を開催します。作品制作への思い
や、基底材としての「石州和紙」についてお話いただきます。また、
午後からの「裸婦デッサン会」にも特別参加いただく予定です。
日時　３月９日㈯　午前10時～11時30分
講師　池田知嘉子さん（日本画家・創画会）
料金　無料

申込み・問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

平山英樹「はりものはる」（2012年）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎特別講演会「第３回石州和紙に描いた日本画展」

◎第4１回石本正絵画教室参加者募集
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現
在
、世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

地
元
浜
田
市
と
世
界
各
国
の
子
ど
も

た
ち
の
作
品
を
紹
介
す
る
「
浜
田
こ

ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」
を
開
催

中
で
す
。

　

ど
の
作
品
も
子
ど
も
た
ち
の
自
由

な
創
意
と
奔
放
な
表
現
力
あ
ふ
れ
る

も
の
ば
か
り
で
、
見
る
も
の
を
魅
了

し
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
体
験
で
き
る
作
品
を

集
め
た
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
や
出
品
作

品
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
創
作
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、見
て
・
作
っ
て
・
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
た
ち
の
夢

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
本
展
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
２
月
17
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　

小
・
中
学
生　
　
　

５
０
円

　

毎
年
の
恒
例
と
な
っ
た
石
見
神
楽

の
魅
力
を
紹
介
す
る
展
覧
会
。

　

人
気
の
神
楽
体
験
が
で
き
る
舞
台

も
登
場
し
ま
す
。
会
期
中
の
週
末
に

は
、
神
楽
上
演
も
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
展
覧
会
と
合
わ
せ
て
神
楽
の

世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
期　
２
月
23
日
㈯
～
３
月
20
日
㈷

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　

小
・
中
学
生　
　

１
０
０
円

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
よ
し
と
と
ひ
う
た
紙
芝
居
ラ
イ
ブ
》

◎
２
月
３
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

２
時
20
分
（
開
場　

午
後
１
時
）

●
場
所　
展
覧
会
第
４
展
示
室

●
料
金　
展
覧
会
の
観
覧
券
が
必
要

※　

会
場
準
備
の
た
め
、正
午
か
ら

展
覧
会
場
の
一
部
を
閉
鎖
し
ま
す
。

混
雑
時
に
は
入
場
制
限
し
ま
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
赤
オ
ニ
の
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
》

　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
入
れ
た
ク

レ
ー
プ
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
！

◎
２
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
》

　

よ
く
跳
ぶ
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
２
月
９
日
㈯

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
似
顔
絵
チ
ョ
コ
づ
く
り
》

　

大
好
き
な
人
を
思
い
な
が
ら
、
似

顔
絵
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
作
ろ
う
。

◎
２
月
10
日
㈰

●
講
師　
オ
ー
ギ
カ
ナ
エ
さ
ん

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
定
員　
先
着
50
人

《
ポ
ッ
プ
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
》

　

お
菓
子
作
り
名
人
と
か
わ
い
い

チ
ョ
コ
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
２
月
11
日
㈷

●
講
師　
植
梨
津
子
さ
ん

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
毛
む
く
じ
ゃ
ら
ー
》

　

毛
糸
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
る
よ
。

◎
２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
神
楽
の
せ
ん
す
を
つ
く
ろ
う
》

　

自
分
の
絵
と
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ
た

模
様
を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
よ
。

◎
２
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
講
師　
岩
本
薫
さ
ん　

ほ
か

●
定
員　
各
日
先
着
20
人

●
参
加
費　
１
人
４
０
０
円

■
石
見
神
楽
上
演

　
「
カ
グ
ラ
！
展
」
に
合
わ
せ
て
、

今
回
展
覧
会
で
紹
介
す
る
市
内
の
神

楽
社
中
に
よ
る
上
演
を
行
い
ま
す
。

◎
２
月
24
日
㈰　

午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
料
金　
無
料

※　

出
演
団
体
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
の
休
館
日

月
曜
日　
４
日
・
18
日
・
25
日

振
替
日　
12
日
㈫

展
示
替　
19
日
㈫
～
22
日
㈮

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.194

有

料

広

告

２
月
の
イ
ベ
ン
ト

第
16
回
浜
田
こ
ど
も

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

カ
グ
ラ
！
石
見
神
楽
と

浜
田
の
伝
統
展



広報はまだ：平成25年２月号　　　32

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

金
城
図
書
館
の
紹
介

～
金
城
図
書
館
っ
て

　
　
　
　
　
こ
ん
な
と
こ
ろ
～

○
児
童
書
・
絵
本
が
多
い
図
書
館

で
す
。

○
大
型
絵
本
・
紙
芝
居
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

大
型
絵
本
…
約
80
冊

　

紙
芝
居
…
約
２
２
０
冊

　

大
型
紙
芝
居
…
４
冊

○
保
育
園
や
小
学
校
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ぬ
く
も
り
の
あ
る
『
ホ
ッ
と
ス

ペ
ー
ス
』を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

畳
の
上
だ
か
ら
小
さ
い
子
も
親

子
で
ゆ
っ
く
り
絵
本
を
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
テ
ー
マ
を
決
め
て
絵
本
の
展
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
絵
本
お
楽
し
み
会
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

で
ん
ぐ
り
で
ん
ぐ
り
で
ん
ぐ
り
こ

長
野
ヒ
デ
子

ち
ょ
っ
ぴ
り
こ
わ
い
ぞ　
ど
っ
き

り
か
ぞ
え
う
た　
　

高
木
あ
き
こ

む
し
た
ち
の
サ
ー
カ
ス

得
田
之
久

お
や
す
み
な
さ
い

わ
た
な
べ
あ
や

こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン
２

宮
部
み
ゆ
き

ま
め
だ
ぬ
き　
　
　

佐
藤
さ
と
る

■
大
人
向
け
の
本
■

神
去
な
あ
な
あ
夜
話

三
浦
し
を
ん

残
り
全
部
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

伊
坂
幸
太
郎

民
俗
の
行
方　
山
陰
の
フ
ィ
ー
ル

ド
か
ら　
　
　
　

山
陰
民
俗
学
会

竹
島
・
尖
閣
の
真
相

　

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
編
集
部

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

お
か
し
な
ゆ
き
ふ
し
ぎ
な
こ
お
り

片
平
孝

決
戦
！
ど
う
ぶ
つ
関
ヶ
原

コ
マ
ヤ
ス
カ
ン

ひ
め
ち
ゃ
ん
ひ
め　
　

武
田
美
穂

ど
っ
か
ん
だ
い
こ
んい

わ
さ
ゆ
う
こ

十
二
支
の
し
ん
ね
ん
か
い柳

原
良
平

日
本
の
神
さ
ま
絵
図
鑑
１　
願
い

を
か
な
え
る
神
さ
ま　
松
尾
恒
一

か
こ
さ
と
し
こ
ど
も
の
行
事
し
ぜ

ん
と
生
活　
12
月
の
ま
き

か
こ
さ
と
し

ぼ
く
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
な
る
！

ウ
ィ
ザ
ー
ド
編　
　
　
　

の
ぶ
み

物
語
の
迷
路　
　
　

香
川
元
太
郎

ヒ
ッ
ク
ト
ド
ラ
ゴ
ン
外
伝
ト
ゥ
ー

ス
レ
ス
大
騒
動

ヒ
ッ
ク
・
ホ
レ
ン
ダ
ス
・
ハ
ド
ッ

ク
三
世

０
て
ん
に
か
ん
ぱ
い
！

宮
川
ひ
ろ

■
大
人
向
け
の
本
■

ブ
ル
ー
マ
ー
ダ
ー　
　

誉
田
哲
也

岳
飛
伝
３　
　
　
　
　

北
方
謙
三

歓
喜
の
仔
（上）　
（下）　
　
　

天
童
荒
太

開
館
時
間

　

月
～
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

日
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

２
月
の
休
館
日　
11
日
㈷

利
休
の
風
景　
　
　
　

山
本
兼
一

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ　
ｔ
ｈ
ｅ　
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ

堂
場
瞬
一

冷
血
（下）　
　
　
　
　
　
　

高
村
薫

家
族
・
親
子
ト
ラ
ン
プ
入
門

土
屋
書
店
編
集
部

お
母
さ
ん
の
た
め
の
子
供
の
デ
ジ

タ
ル
マ
ナ
ー
と
し
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
元
千
鶴

母
と
い
う
病　
　
　
　

岡
田
尊
司

★
ブ
ッ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
２
月
６
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
旭
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
日
曜
日
及
び
祝
日

対
象　
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る

人
・
興
味
の
あ
る
人

日
時　
２
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
青
年
集

会
室

　

あ
っ
く
ん
な
っ
ち
ゃ
ん
広
場

に
、
ブ
ッ
く
ん
の
お
は
な
し
会
が

今
年
も
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

　

絵
本
や
手
遊
び
・
紙
芝
居
な
ど

楽
し
い
お
話
が
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
13
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー

有

料

広

告

図

書

館

情

報

旭 

図 

書 

館

（
☎
㊺
１
４
４
０
）

金 

城 

図 

書 

館

（
☎
�
１
８
２
３
）

★
出
張
版

　

ブ
ッ
く
ん
の
お
話
し
会

★
読
み
聞
か
せ
を
す
る
人
を

　

対
象
と
し
た
交
流
会
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２
年
間
の
学
園
生
活
で
生
き
が

い
・
仲
間
づ
く
り
と
地
域
活
動
参
加

の
た
め
の
知
識
を
習
得
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

内
容　
総
合
講
座
及
び
専
門
講
座

（
社
会
文
化
・
園
芸
・
陶
芸
・
健

康
福
祉
の
４
教
科
か
ら
選
択
）

対
象　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

で
、
地
域
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

卒
業
後
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る

人
（
60
歳
以
上
の
人
が
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
満
58
歳
以
上
の
人

も
可
）

場　
い
わ
み
ー
る

料　
入
学
金　
　

１
０
、
０
０
０
円

　
　

授
業
料
年
額
１
８
、
０
０
０
円

※　

そ
の
ほ
か
資
料
代
・
教
材
費
が

別
途
必
要
で
す
。

申
込
締
切
日　
２
月
28
日
㈭

申
込
方
法　
願
書
（
社
会
福
祉
協
議

会
及
び
学
園
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
く
に
び
き
学
園
西
部
校
事

務
局
【
〒
６
９
７
‐
０
０
１
６　

野
原
町
１
８
２
６
‐
１
い
わ
み
ー

る
内
（
☎
�
９
３
３
６
）】

日　
２
月
10
日
㈰

受
付　
午
後
３
時
30
分
～
４
時

場　
大
佐
ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

前
ゲ
レ
ン
デ

種
目　
大
回
転
競
技
（
２
本
の
合
計

タ
イ
ム
）

部
門　
小
学
生
低
学
年
男
女
・
小
学

生
高
学
年
男
女
・
中
学
生
男
女
・

高
校
生
一
般
男
女
・
シ
ニ
ア
男
女
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
女

料　
５
０
０
円

申
込
方
法　
当
日
、
現
地
で
受
け
付

け
ま
す
。

問　
竹
田
進
吾
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
６
８
３
５
‐
６
４

５
６
）

　

フ
ロ
ア
ー
ボ
ー
ル
は
、
冬
季
の
健

康
づ
く
り
や
運
動
不
足
の
解
消
、
ま

た
、
３
世
代
に
よ
る
交
流
親
睦
を
深

め
る
手
軽
に
で
き
る
楽
し
い
室
内

ボ
ー
ル
競
技
で
す
。

日　
２
月
17
日
㈰

受
付　
午
前
８
時
30
分
～

開
会
式　
午
前
９
時
～

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

定　
先
着
32
チ
ー
ム

料　
１
チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円

競
技
方
法　
日
本
ペ
タ
ン
ク
・
ブ
ー

ル
協
会
の
競
技
規
則
を
準
用
し
ト

リ
プ
ル
ス
で
行
い
ま
す
（
３
人
１

チ
ー
ム
に
よ
る
団
体
戦
）。

申
込
締
切
日　
２
月
８
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
浜
田
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
に
あ

り
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
郵
送
し
ま
す
。）
に
チ
ー
ム

名
・
選
手
名
・
連
絡
先
・
弁
当
の

要
否
を
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

電
話
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
昼
☎
�
７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８

１
３
・
夜
☎
�
３
５
３
７
・
▢ＦＡＸ
�

３
８
７
３
）

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
沖
縄
に

近
い
南
の
島
、
ヨ
ロ
ン
島
の
サ
ン
ゴ

礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
、
共

同
生
活
や
様
々
な
野
外
活
動
を
通
し

て
友
達
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、

お
互
い
に
協
力
し
て
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。
外
国

人
小
学
生
と
活
動
な
ど
を
共
に
し
、

言
語
・
習
慣
を
越
え
て
、
友
情
を
深

め
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
第
一

歩
と
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
６
年
生

活
動
内
容　
海
水
浴
・
イ
カ
ダ
作
り

＆
イ
カ
ダ
こ
ぎ
・
ハ
ー
レ
ー
船
大

会
・
さ
と
う
き
び
刈
り
＆
絞
り
・

洞
窟
探
検
、
野
宿
体
験
な
ど

日　
３
月
26
日
㈫
～
４
月
１
日
㈪

場　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定　
先
着
２
０
０
人

料　
出
発
空
港
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
３
月
６
日
㈬

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６

１
・
▢ＦＡＸ
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６

３
３
）

Em
ail:info@

kskk.or.jp
http://w

w
w

.kskk.or.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

まちかど
　　　伝言板

く
に
び
き
学
園
西
部
校
入
校
生

～
高
齢
者
の
学
び
と
交
流
の
場
～

募
　

集

第
６
回
浜
田
市
民

　
　
ス
キ
ー
大
会
参
加
者

第
17
回
島
根
県
フ
ロ
ア
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム

第
37
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
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１
部
（
５
㎞
）

Ａ
＝
中
学
校
卒
業
～
20
歳
未
満
男
子

Ｂ
＝
20
歳
以
上
～
30
歳
未
満
男
子

Ｃ
＝
30
歳
以
上
～
40
歳
未
満
男
子

Ｄ
＝
40
歳
以
上
～
50
歳
未
満
男
子

Ｅ
＝
50
歳
以
上
～
60
歳
未
満
男
子

Ｆ
＝
60
歳
以
上
男
子

Ｇ
＝
中
学
校
１
年
生
男
子

Ｈ
＝
中
学
校
２
・
３
年
生
男
子

２
部
（
３
㎞
）

Ｉ
＝
一
般
・
高
校
生
女
子

Ｊ
＝
中
学
生
女
子

３
部
（
２
㎞
）

Ｋ
＝
小
学
校
４
～
６
年
生
男
子

Ｌ
＝
小
学
校
４
～
６
年
生
女
子

４
部
（
１
㎞
）

Ｍ
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学
生
を
含
む

家
族
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
で
、
５

人
以
内)

Ｎ
＝
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
を
含
む
団

体
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
で
、
５
人

以
内)

日　
３
月
３
日
㈰

場　
市
陸
上
競
技
場
（
発
着
）

料　
一
般　

２
、
０
０
０
円

　

高
校
生　

１
、
０
０
０
円

　

中
学
生　
　
　

５
０
０
円

　

小
学
生　
　
　

３
０
０
円

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
２
月
13
日
㈬
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
（
市
陸
上
競
技

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
に
併
せ
て
、
参
加
料
を

郵
便
振
替
で
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
‐
５

‐
７
２
９
４
５
浜
田
市
陸
上
競
技

協
会
）。

http://w
w

w
16.ocn.ne.jp/~ham

a
riku/

申
・
問　
第
二
中
学
校
内　

浜
田
ロ

　

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
事
務
局　

小
谷

信
介
さ
ん
（
☎
�
１
２
６
８
）

Em
ail:rodo@

etude.ocn.ne.jp

　

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
耐
え

た
高
田
松
原
の
「
奇
跡
の
一
本
松
」

は
、
震
災
直
後
か
ら
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
市
民
の
み
な
ら
ず
、
全

世
界
の
人
た
ち
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
一
本
松
は
、
大
地
震
に

よ
る
地
盤
沈
下
で
海
水
が
し
み
込
み

塩
分
過
多
の
状
態
と
な
り
、
徐
々
に

衰
弱
が
進
ん
で
枯
死
に
い
た
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
も
復
興
の
象
徴

と
し
て
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

現
在
の
一
本
松
に
人
工
的
な
処
理
を

加
え
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
「
奇
跡
の
一
本
松
保
存

募
金
」
と
称
し
て
、
全
世
界
へ
募
金

協
力
を
お
願
い
し
、
一
本
松
の
保
存

及
び
周
辺
の
環
境
整
備
に
活
用
し
ま

す
。

　

こ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
人
は
、

次
の
方
法
に
よ
り
募
金
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

募
金
方
法

①
口
座
振
込

○
岩
手
銀
行
高
田
支
店

普
通
２
０
５
１
８
３
６　

奇
跡
の

一
本
松
保
存
募
金　

代
表　

陸
前

高
田
市
長　

戸
羽
太

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
番
号
０
２
２
９
０
‐
９
‐
１

２
７
０
１
３　

奇
跡
の
一
本
松
保

存
募
金

※　

振
込
手
数
料
は
募
金
す
る
人
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

②
現
金
書
留

　

現
金
書
留
に
、
送
付
金
額
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
し
た
文
書

を
同
封
の
上
、
次
の
住
所
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
領
書
を
送

付
し
ま
す
。

送
付
先　
〒
０
２
９
‐
２
２
９
２

岩
手
県
陸
前
高
田
市
高
田
町
字
鳴

石
４
２
‐
５　

陸
前
高
田
市
都
市

計
画
課

問　
陸
前
高
田
市
都
市
計
画
課

（
☎
０
１
９
２
�
２
１
１
１
・
▢ＦＡＸ

０
１
９
２
�
３
８
８
８
）

【
予
備
自
衛
官
補
】

　

ふ
だ
ん
は
社
会
人
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
予
備

自
衛
官
候
補
と
し
て
採
用
し
、
所
定

の
訓
練
終
了
後
に
予
備
自
衛
官
と
し

て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

採
用
時
期　
７
月
１
日
㈪

受
付
期
間　
４
月
３
日
㈬
ま
で

一
般
公
募

応
募
資
格　
７
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
人

試
験
日　
４
月
12
日
㈮
か
ら
15
日
㈪

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し

ま
す
。

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

技
能
公
募

応
募
資
格　
７
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
る
年
齢
ま
で

の
人
（
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
）

試
験
日　
４
月
12
日
㈮
か
ら
15
日
㈪

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し

ま
す
。

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯

地
（
兵
庫
県
）
又
は
、
陸
上
自
衛

隊
海
田
市
駐
屯
地
（
広
島
県
）

有

料

広

告

第
30
回
浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
大
会
出
場
者

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
あ
る

奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金

自　
衛　
官

資
格
・
試
験
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【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・
技
術
幹
部

候
補
生
】

　

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候
補
生

コ
ー
ス
で
す
（
海
・
空
自
衛
隊
の
飛

行
要
員
及
び
海
上
自
衛
隊
の
技
術
要

員
が
含
ま
れ
ま
す
）。

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
曹
長

に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
と
し
て

一
定
期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
３

等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
し
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。

採
用
時
期

　

平
成
26
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈮
～
４
月
26
日
㈮
必
着

応
募
資
格

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
22
歳

未
満
の
人
は
大
学
卒
業
及
び
卒
業

見
込
み
の
人
な
ど
）

・
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

み
含
む
）
は
28
歳
未
満
の
人

※　

年
齢
は
、
全
て
平
成
26
年
４
月

１
日
現
在
で
す
。

第
１
次
試
験

・
筆
記
試
験　

５
月
11
日
㈯
（
飛
行

要
員
希
望
者
は
、
５
月
11
日
㈯
・

12
日
㈰
）

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※　

飛
行
要
員
の
操
縦
適
性
検
査
は
、

松
江
地
方
合
同
庁
舎
で
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

学
園
生
に
よ
る
研
修
発
表
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
・
陶
芸
絵
付
け
と

即
売
会
・
園
芸
科
の
成
果
即
売
や
、

お
茶
席
な
ど
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

新
春
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日　
２
月
９
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

※　

舞
台
発
表
は
午
前
中
で
す
。

場　
い
わ
み
ー
る

料　
無
料

問　
く
に
び
き
学
園
西
部
校
事
務
局

（
☎
�
９
３
３
６
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
の
一
環

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日　
２
月
９
日
㈯

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

　
　

小
・
中
学
生
・
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
・
▢ＦＡＸ
�

２
２
３
６
）

　

隠
岐
諸
島
あ
げ
て
の
全
面
協
力
の

も
と
、
20
年
に
１
度
の
遷
宮
相
撲
を

完
全
再
現
し
た
島
根
県
出
身
の
錦
織

良
成
監
督
に
よ
る
話
題
の
最
新
作
で

す
。
ま
た
、
映
画
の
上
映
と
併
せ
て

ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

日　
２
月
10
日
㈰

開
演　
①
午
前
９
時
・
②
正
午
・

　

③
午
後
３
時　

３
回
上
映

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
前
売
券

　

大
人　
　
　
　
　

１
、
３
０
０
円

　

大
学
生　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　

60
歳
以
上　
　
　

１
、
０
０
０
円

　

小
学
生
～
高
校
生
１
、
０
０
０
円

※　

大
人
・
大
学
生
の
当
日
券
は
、

５
０
０
円
高

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内　

渾
身
浜

田
上
映
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

一
緒
に
餅
つ
き
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
つ
き
た
て
の
お
餅
は
持
ち
帰
り

で
き
ま
す
。

日　
２
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定　
先
着
親
子
20
組

料　
親
子
１
組
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
な
ど
必
要

な
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

幕
末
の
頃
に
全
国
の
鉄
の
生
産
量

の
八
割
を
占
め
た
と
い
わ
れ
る
中
国

地
方
。
中
で
も
出
雲
と
石
見
は
格
別

盛
ん
だ
っ
た
。
そ
ん
な
石
見
の
砂
鉄

採
取
と
鈩
製
鉄
・
金か

な

屋や

子ご

信
仰
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

日　
２
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

く
に
び
き
学
園
西
部
校

　
　
　
　
　
　
　
学
園
祭

亀
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

第
35
回
吹
奏
楽
の
集
い

自
主
企
画
映
画

「
渾
身
Ｋ
Ｏ
Ｎ
‐
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
上
映
会

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

第
１
３
０
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行
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浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
２
月
20
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
脳
の
働
き
と
「
ム
セ
」
の

メ
カ
ニ
ズ
ム

講
師　
瀧
里
智
子
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
認
定
看
護
師
）

折
口
智
美
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
認
定
看
護
師
）

以
後
祐
子
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
認
定
看
護
師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る

皆
さ
ん
。
実
際
体
験
を
し
て
よ
か
っ

た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
を
浜
田
公

民
館
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
２
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

演
題　
山
の
あ
れ
こ
れ

講
師　
牛
尾
博
美
さ
ん

※　

講
演
の
後
、
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
す
。

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

石
見
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
８
０
）

　

朗
読
を
楽
し
み
に
出
掛
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

日　
３
月
２
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館
第
１
研
修
室

料　
無
料

問　
佐
々
本
さ
ん
（
☎
�
２
０
３
６
）

　

ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
認
定
さ
れ
て
い

る
弥
栄
町
で
は
、
ど
ぶ
ろ
く
と
石
見

神
楽
の
共
演
と
銘
打
ち
、「
第
６
回

ど
ぶ
ろ
く
の
里
弥
栄
神
楽
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
元
安
城
・
杵
束
両
神

楽
社
中
に
加
え
、
西
村
神
楽
社
中
と

丸ま
る

茂も

神
楽
社
中
を
迎
え
ま
す
。ま
た
、

会
場
で
は
、
ど
ぶ
ろ
く
の
販
売
や
地

元
産
品
の
出
店
な
ど
で
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
す
。
来
場
し
た
人
の
中
か

ら
ど
ぶ
ろ
く
・
神
楽
グ
ッ
ズ
（
鬼
棒
・

弓
な
ど
）
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
い

ま
す
。

日　
３
月
９
日
㈯

開
場　
午
前
９
時

開
演

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場　
弥
栄
会
館

料　
大
人　

１
、
０
０
０
円

（
前
売
券
８
０
０
円
）

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

（
前
売
券
３
０
０
円
）

問　
弥
栄
神
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
６
１
５
）

サ
ー
ク
ル
・
子
ど
も
会

ス
ケ
ー
ト
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

初
心
者
で
も
、ス
ケ
ー
ト
ア
ー
ム
・

イ
ス
ソ
リ
で
安
全
に
滑
れ
ま
す
。
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
グ
ル
ー
プ
指
導

を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
滑
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

申
込
方
法　
事
前
に
、
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
滑
走
料
半
額
デ
ー

対
象　
中
学
生
以
下

日　
２
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

定　
50
人

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
教
室
午
後
の
部
生
徒
募
集

　

好
評
の
ス
ケ
ー
ト
教
室
午
前
の
部

が
満
員
の
た
め
、
午
後
の
部
を
開
講

し
ま
す
。

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

定　
10
人

料　
滑
走
料
５
０
０
円

　
　

貸
靴
料
４
０
０
円

　
　

教
室
料
５
０
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
ま
せ
ん
か

　

西
日
本
で
数
少
な
い
カ
ー
リ
ン
グ

リ
ン
ク
で
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　
２
月
４
日
㈪
・
９
日
㈯
・
11
日

㈷
・
14
日
㈭
・
18
日
㈪
・
23
日
㈯
・

25
日
㈪
・
28
日
㈭

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　

平
日　
　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

　

金
曜
日　

午
前
11
時
～
午
後
８
時

　

土
・
日
・
祝
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日

　

毎
週
水
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

申
・
間　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
が
胸
を
は
っ

て
行
進
す
る
よ
。
一
緒
に
お
散
歩
し

よ
う
。

日　
３
月
31
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

　

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　

春
休
み
中
（
３
月
23
日
㈯
～
31

日
㈰
）
は
、
毎
日
開
催
し
ま
す
。

※　

天
候
や
気
温
、
ペ
ン
ギ
ン
の
体

調
に
よ
り
、
予
告
な
く
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ

ア
ー

　

飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
ま
す
。

日　
２
月
24
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

①
午
前
11
時
～

②
午
後
１
時
30
分
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
先
着
15
人

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
当
日
１
階
総
合
案
内
所

で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

海
の
体
験
教
室

冬
鳥
を
さ
が
そ
う

　

双
眼
鏡
を
使
っ
て
冬
な
ら
で
は
の

鳥
の
観
察
を
し
よ
う
。

日　
２
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム

朗
読
を
楽
し
む
会
「
波
」

朗
読
発
表
会

第
６
回
ど
ぶ
ろ
く
の
里

弥
栄
神
楽
ま
つ
り

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,026 20,350 22,809 43,159
金 城 1,937 2,241 2,427 4,668

旭 1,440 1,533 1,660 3,193
弥 栄 707 703 774 1,477
三 隅 2,872 3,108 3,481 6,589
合 計 26,982 27,935 31,151 59,086

場　
ア
ク
ア
ス
周
辺

講
師　
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
学
芸

員
の
皆
さ
ん

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

企
画
展「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
美
術
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
学
芸
員
が
作

品
の
解
説
を
し
ま
す
。）

　

国
内
で
唯
一
西
洋
美
術
を
専
門
と

す
る
国
立
美
術
館
の
充
実
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
モ
ネ
・
ピ
カ
ソ
・

ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
近
代

美
術
を
中
心
と
し
た
巨
匠
た
ち
の
名

品
を
多
数
展
示
す
る
企
画
展
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
近
代
美
術
」
の
作
品
を
学

芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

日　
２
月
17
日
㈰　

午
後
２
時
～

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料　
無
料

※　

展
覧
会
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

先
着
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

企
画
展
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
美

術
」
の
会
期
中
（
２
月
18
日
㈪
ま
で
）

毎
日
、先
着
20
人
に
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

し
ま
じ
ろ
う
コ
ン
サ
ー
ト　
お
と
ぎ

の
く
に
の
だ
い
ぼ
う
け
ん

　
「
こ
ど
も
ち
ゃ
れ
ん
じ
」
で
お
な

じ
み
の
「
し
ま
じ
ろ
う
」
が
み
ん
な

の
街
へ
遊
び
に
く
る
よ
！

　

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
歌
・
ダ

ン
ス
・
手
遊
び
な
ど
舞
台
と
の
掛
け

合
い
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然

に
話
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

し
ま
じ
ろ
う
と
仲
間
た
ち
が
繰
り
広

げ
る
冒
険
物
語
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
27
日
㈯

開
場　
①
午
後
０
時
30
分

　
　
　

②
午
後
３
時
30
分

開
演　
①
午
後
１
時

　
　
　

②
午
後
４
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

　

一
般　
　
　
　

１
、
９
０
０
円

　

友
の
会
会
員　

１
、
６
０
０
円

※　

３
歳
未
満
で
膝
上
鑑
賞
の
場
合

は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
席
が
必

要
な
場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
２
月
21
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

金
銭
、
夫
婦
・
親
子
、
そ
の
ほ
か

親
族
間
の
も
め
ご
と
や
相
続
・
土
地

建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

日　
２
月
22
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
江

津
市
）

担
当
者　
浜
田
裁
判
所
調
停
委
員

問　
島
根
県
調
停
協
会
浜
田
支
部
長

　

加
藤
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
０
２
２
８
）

　

２
月
23
日
㈯
は
、
税
理
士
記
念
日

で
す
。
こ
の
日
に
相
続
・
贈
与
税
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
続
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
ず
税

理
士
に
相
談
し
て
も
ら
う
と
司
法
書

士
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
そ
れ
ら
の

手
続
を
行
い
ま
す
の
で
、
わ
ず
ら
わ

し
さ
に
悩
ま
な
く
て
済
み
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

日　
２
月
23
日
㈯

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
３
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
３
０
２
会
議

室
料　
無
料

※　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問　
中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
７
５
７
５
）

　

相
続
・
遺
言
・
農
地
転
用
・
法
人

設
立
・
建
築
業
等
許
認
可
契
約
書
・

外
国
人
相
談
・
自
動
車
登
録
・
車
庫

証
明
書
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日　
２
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
雲
城
公
民
館

料　
無
料

問　
島
根
県
行
政
書
士
会

　

太
田
さ
ん
（
☎
�
１
５
６
９
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

人　口（12月末現在）

（単位：人）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

無
料
調
停
相
談

相
続
・
贈
与
税
無
料
相
談
会

暮
ら
し
の
困
り
ご
と「
行
政
書
士
」

　
　
　
　
　
に
聞
い
て
み
よ
う
！

行
政
書
士
無
料
相
談
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平
成
24
年
第
44
回
浜
田
市
美
術
展

写
真
の
部　
市
長
賞

　
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
」
焼
杉
正
明

※　

12
月
末
人
口
は
37
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　大麻山（標高599ｍ）の南側と西側の標高300ｍから500ｍの山腹に、直径１ｍ
から２ｍの巨大な岩石がゴロゴロと折り重り、連なっている場所が現在６か所確
認されています。このような所を地元の人たちは「石郷路」と呼んでいます。地
学用語では「岩

が ん

塊
か い

流」といい、この岩石は石
せ き

英
え い

閃
せ ん

緑
りょく

岩
が ん

でできています。中でも
ひときわ規模の大きいのが、南側の山腹にある室谷の石郷路で、大麻山神社へ上
る大麻山林道途中の遊歩道から見ることができます。
　石郷路のある大麻山は、白亜紀末（約7000万年前）に生成された深成岩が、更
新世中期（70万年以降）に急速に隆起し、上にあった地層を突き抜けてできた山
です。その際、地表に現れた石英閃緑岩に、風雨や寒暖の差によって割れ目が生
じ、長い時間の中で割れて下へと崩落し、谷筋に集まりました。そして、風雨に
よって砂や粘土は流され、岩石だけが積み重なった現在の石郷路となりました。
　長い年月をかけて形成された、石郷路の迫力ある景観は圧巻です。
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わがまち 再発見！

室谷の石
いし

郷
ごう

路
ろ


